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注目の棋士のインタビューも豊富に掲載

●
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
。
新
年
の
言
葉
を
色
紙
に
書
い
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
過
去
２
年
の
言
葉
を
覚
え
て
い

ま
す
か
。

「
あ
っ
、
は
い
。
２
０
１
８
年
が
『
飛
翔
』、

２
０
１
９
年
が
『
進
歩
』
で
す
（
笑
）」

●
藤
井
七
段
に
と
っ
て
の
、
こ
の
１
年
の
進
歩

と
は
？

「
ま
ず
課
題
に
し
て
い
た
〝
形
勢
判
断
〞
に
つ

い
て
は
、
こ
の
１
年
で
進
歩
が
あ
っ
た
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
王
将
リ
ー
グ
な
ど
で

ト
ッ
プ
棋
士
の
方
々
と
の
対
戦
を
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
新
た
な
課
題
を
見
つ
け
た
と
い
う

こ
と
も
、
一
つ
の
進
歩
だ
と
い
え
る
か
な
と
思

い
ま
す
」

●
な
ん
と
い
っ
て
も
王
将
リ
ー
グ
は
今
期
、
大

活
躍
で
し
た
ね
。

「
一
次
予
選
の
１
回
戦
か
ら
苦
し
い
将
棋
で
し

た
け
れ
ど
、
結
果
的
に
そ
の
将
棋
を
勝
て
た
の

が
大
き
く
、
初
め
て
リ
ー
グ
入
り
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」

●
リ
ー
グ
入
り
を
決
め
た
二
次
予
選
の
決
勝
で

は
、
少
年
時
代
か
ら
の
憧
れ
だ
っ
た
谷
川
浩
司

九
段
と
対
戦
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
ま
で
、
公
式
戦
で
谷
川
先
生
と
対
戦
で

き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
実
現
し
た
の

は
う
れ
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
」

●
藤
井
七
段
に
と
っ
て
谷
川
九
段
と
は
ど
ん
な

存
在
で
す
か
？

「
や
は
り
終
盤
の
切
れ
味
が
鋭
い
将
棋
で
、
そ

こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
立
ち

居
振
る
舞
い
な
ど
、
後
輩
の
模
範
と
な
る
よ
う

な
方
だ
な
と
思
い
ま
す
」

●
今
期
の
王
将
リ
ー
グ
は
、
豊
島
将
之
名
人
を

は
じ
め
、
藤
井
七
段
以
外
は
現
タ
イ
ト
ル
ホ
ル

ダ
ー
と
タ
イ
ト
ル
経
験
者
。
し
か
も
全
員
Ａ
級

棋
士
と
い
う
す
ご
い
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

「
開
幕
前
か
ら
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し

た
。
始
め
か
ら
タ
イ
ト
ル
挑
戦
を
目
指
す
と
い

う
よ
り
も
、
一
局
一
局
、
全
力
を
尽
く
し
た
い

と
い
う
思
い
の
ほ
う
が
強
か
っ
た
で
す
」

●
初
戦
の
三
浦
弘
行
九
段
に
勝
ち
、
２
回
戦
は
、

豊
島
名
人
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
肩
書
。
以
下

も
同
様
）
が
相
手
で
し
た
。

「
相
掛
か
り
か
ら
工
夫
し
た
手
順
で
ひ
ね
り
飛

車
に
し
た
の
で
す
が
、
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
に

失
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
」

●
こ
の
将
棋
は
、
敗
れ
た
も
の
の
171
手
の
大
熱

戦
で
し
た
。
谷
川
浩
司
九
段
は
名
局
賞
候
補
に

挙
げ
て
い
ま
す
（
１
月
号
に
棋
譜
と
解
説
を
掲

載
）。

「
形
勢
と
し
て
は
苦
し
い
場
面
が
結
構
、
長
か

っ
た
で
す
。
終
盤
で
チ
ャ
ン
ス
が
き
た
と
思
っ

た
局
面
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
残
り
少
な
い
持

ち
時
間
の
中
で
正
確
に
指
す
の
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
で
す
ね
」

●
糸
谷
哲
郎
八
段
と
の
将
棋
で
は
、
最
後
に
長

手
数
の
鮮
や
か
な
詰
み
を
見
せ
て
快
勝
で
し
た
。

続
く
羽
生
善
治
九
段
戦
も
、
相
掛
か
り
で
82
手

で
快
勝
し
ま
し
た
（
１
月
号
参
照
）。

「（
対
羽
生
戦
は
）
序
盤
か
ら
際
ど
い
変
化
が
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順位

氏

　名
／
順

　番

1
2
3
4
5
6
7

陥
久
保

　利
明

　九
段
●
豊島
●
羽生

藤井
○
糸谷
●
広瀬

○
三浦

陥
糸
谷

　哲
郎

　八
段
●
広瀬

○
三浦
●
久保
●
豊島
●
藤井
●
羽生

挑
広
瀬

　章
人

　竜
王
○
糸谷
●
三浦

○
豊島
○
久保
○
羽生
○
藤井

4
豊
島

　将
之

　名
人
○
久保
○
藤井
●
羽生
●
広瀬
○
糸谷
○
三浦

5
羽
生

　善
治

　九
段

○
久保
○
豊島
○
三浦
●
藤井
●
広瀬
○
糸谷

陥
三
浦

　弘
行

　九
段
●
藤井
○
広瀬
●
糸谷
●
羽生

●
豊島
●
久保

5
藤
井

　聡
太

　七
段
○
三浦
●
豊島
先
久保

○
羽生
○
糸谷
●
広瀬

〈�

リ
ー
グ

　
　持
ち
時
間

　各
4
時
間
〉

宮
崎
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専門誌ならではの視点で棋戦を徹底解説

緑
が
く
っ
き
り
と
濃
く
な
っ
て
い
た
。

２
ヵ
月
に
及
ん
だ
自
粛
生
活
の
せ
い
だ
ろ
う

か
、「
戸
田
家
」
の
対
局
室
の
雄
大
な
眺
望
に

私
は
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。
伊
勢
湾
に
浮
か
ぶ
答

志
島
、
菅
島
、
坂
手
島
の
輪
郭
が
迫
力
を
持
っ

て
迫
っ
て
く
る
。

こ
れ
だ
け
自
然
を
強
く
感
じ
た
の
は
、
家
に

こ
も
っ
て
い
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
季
節
は

も
う
初
夏
だ
っ
た
。
通
常
な
ら
名
人
戦
の
開
幕

は
４
月
上
旬
で
、
桜
が
散
っ
た
こ
ろ
だ
。
こ
れ

ほ
ど
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
自
然
を
感
じ
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
、
名
人
戦
七
番
勝
負
の
開
幕
は
延
期
さ
れ
た
。

よ
う
や
く
始
ま
っ
た
の
は
２
ヵ
月
後
で
、
対
局

場
も
変
更
に
な
っ
た
。
ず
っ
と
公
式
戦
が
な
か

っ
た
両
者
だ
が
、
渡
辺
は
棋
聖
戦
と
、
豊
島
は

叡
王
戦
と
ダ
ブ
ル
タ
イ
ト
ル
戦
を
過
密
日
程
で

戦
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
厳
し
い
状
況
だ
が
、

そ
れ
で
も
晴
れ
の
舞
台
で
対
局
で
き
る
喜
び
が

２
人
か
ら
は
感
じ
ら
れ
た
。

渡
辺
は
本
局
の
２
日
前
に
棋
聖
戦
第
１
局
を

挑
戦
者
の
藤
井
聡
太
七
段
と
戦
い
、
激
戦
の
末

に
敗
れ
て
い
る
。
痛
い
敗
北
を
喫
し
て
名
人
戦

に
臨
む
の
も
大
変
だ
が
、
２
ヵ
月
半
ぶ
り
の
対

局
と
な
っ
た
豊
島
も
実
戦
勘
の
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
が
不
安
を
抱
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た

が
、
そ
れ
は
杞
憂
だ
っ
た
。
両
者
は
終
盤
ま
で

内
容
の
濃
い
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
総
手
数
144
手

の
激
闘
を
披
露
し
た
の
で
あ
る
。

熱
戦
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
豊

島
が
あ
る
手
に
時
間
を
使
い
す
ぎ
た
こ
と
に
注

目
す
る
報
道
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
部
分
的
な

も
の
に
す
ぎ
な
い
。
最
も
肝
心
な
の
は
、
本
局

は
渡
辺
が
描
い
た
構
想
通
り
に
進
ん
で
い
た
と

い
う
事
実
だ
。
序
盤
の
作
戦
だ
け
で
は
な
い
。

渡
辺
は
終
盤
の
勝
ち
方
ま
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
し
て
い
て
、
実
際
に
そ
の
通
り
に
な
っ
た

の
だ
。
そ
の
こ
と
を
後
日
取
材
で
渡
辺
か
ら
聞

き
出
し
た
私
は
、
文
字
通
り
驚
愕
し
た
。
取
材

の
録
音
を
聞
き
直
す
と
、
私
の
「
ひ
え
ー
」
と

い
う
大
き
な
感
嘆
が
何
度
も
あ
っ
て
苦
笑
す
る
。

い
ま
で
も
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
が
少
し
は

あ
る
。
複
雑
極
ま
り
な
い
将
棋
が
、
そ
れ
ほ
ど

想
定
通
り
に
い
く
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

い
や
、
あ
っ
た
の
だ
。

　
第
78
期
名
人
戦
七
番
勝
負
第
１
局

　
令
和
２
年
６
月
10
、
11
日

　
於
・
三
重
県
鳥
羽
市
「
戸
田
家
」

☗
名
人
　
豊
島
将
之

☖
三
冠
　
渡
辺
　
明

☗
２
六
歩
　
☖
８
四
歩
１
☗
２
五
歩
２
☖
８
五
歩
１

☗
７
六
歩
　
☖
３
二
金
１
☗
７
七
角
１
☖
３
四
歩
１

☗
６
八
銀
　
☖
７
七
角
成
２
☗
同
　
銀
☖
２
二
銀

AK P7 AK P6
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香
浮
き計

略
匂
い

は
の

令和２年６月10、11日
【於】三重県鳥羽市「戸田家」
【主催】朝日新聞社、毎日新聞社
【協賛】大和証券グループ

七
番
勝
負
第
１
局

第
78
期

名
人
戦

【記】大川慎太郎
【撮影】金子光徳

持
ち
時
間

各
９
時
間

第78期 名人戦 七番勝負第１局

対局前日の検分の際に、対局室の外のベランダで
記念撮影が行われた
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長
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部
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女流の対局も詳細にレポート

151 150
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我が棋士人生  十六世名人 中原 誠

　
将
棋
フ
ァ
ン
の
Ａ
「
昭
和
60
年
６
月
、
念
願

だ
っ
た
〈
名
人
復
位
〉
を
達
成
し
ま
し
た
。
名

人
の
ほ
か
に
王
将
・
王
座
を
持
ち
三
冠
王
で
す
」

　
中
原
「
ほ
か
の
タ
イ
ト
ル
は
、
米
長
さ
ん
が

十
段
・
棋
聖
で
、
高
橋
道
雄
王
位
、
桐
山
清
澄

棋
王
で
す
」

　
Ａ
「
若
手
の
台
頭
も
あ
り
ま
し
た
。
61
年
１

月
、
第
35
期
王
将
戦
七
番
勝
負
で
中
村
修
六
段

が
初
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
」

　
中
原
「
中
村
さ
ん
は
23
歳
六
段
で
、
私
と
は

15
歳
違
い
ま
す
。
あ
ま
り
棋
風
も
分
か
ら
ず
、

闘
志
が
湧
き
に
く
い
も
の
で
す
」

　
Ａ
「
中
村
六
段
は
受
け
将
棋
と
い
う
こ
と
で
、

『
受
け
る
青
春
』
と
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
つ

き
ま
し
た
。
第
１
局
は
、
神
奈
川
県
箱
根
町
、

第
２
局
は
山
口
県
大
島
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
中

村
勝
ち
で
す
」

　
中
原
「
第
３
局
が
大
き
な
一
局
に
な
り
ま
し

八
歩
と
詰
め
ろ
を
掛
け
ま
し
た
が
、
あ
た
ら
好

局
を
フ
イ
に
す
る
大
悪
手
で
す
。
ど
う
し
て
こ

う
指
し
た
の
か
。
い
ま
考
え
て
も
不
思
議
で
す
」

　
Ａ
「
☖
３
八
歩
以
下
、
☗
５
一
金
☖
３
一
玉

☗
４
二
銀
☖
２
二
玉
☗
２
三
銀
成
☖
同
金
☗
同

飛
成
☖
同
玉
☗
２
四
歩
☖
３
二
玉
☗
３
三
金
☖

同
桂
☗
２
三
歩
成
（
Ｂ
図
）
以
下
詰
み
で
、
中

村
六
段
の
勝
ち
」

　
Ａ
「
第
４
局
は
滋
賀
県
彦
根
市
で
す
。
王
将

戦
に
は
〈
指
し
込
み
〉
規
定
が
あ
り
、
以
前
は

３
連
敗
で
香
落
ち
に
指
し
込
ま
れ
ま
し
た
」

　
中
原
「
有
名
な
の
は
升
田
幸
三
先
生
が
木
村

義
雄
名
人
や
大
山
康
晴
名
人
を
香
落
ち
に
追
い

込
ん
だ
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
升
田
先
生
が
郷
里
を

出
る
と
き
“
名
人
に
香
を
引
く
ま
で
帰
ら
な

い
”
と
物
差
し
の
裏
に
書
い
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

残
っ
て
い
ま
す
」

　
Ａ
「
現
実
に
は
対
局
し
ま
せ
ん
が
、
４
連
敗

す
る
と
香
落
ち
に
指
し
込
ん
で
終
了
と
い
う
わ

け
で
す
」

　
中
原
「
私
も
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
が
、

名
人
の
と
き
に
４
連
敗
で
そ
の
記
録
が
残
る
の

は
屈
辱
で
す
。
第
４
局
は
あ
る
意
味
で
必
死
で

し
た
」

　
Ａ
「
中
原
先
手
で
相
掛
か
り
へ
。
Ｃ
図
は
先

手
が
☗
７
七
銀
と
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
強
防

と
い
え
ま
す
」

　
中
原
「
応
手
に
よ
っ
て
は
一
気
に
終
盤
に
入

る
の
で
怖
い
場
面
で
し
た
。
Ｃ
図
か
ら
☖
７
七

同
角
成
☗
同
玉
☖
８
五
桂
☗
８
六
玉
☖
６
九
飛

成
は
、
☗
３
二
馬
☖
同
銀
☗
２
三
成
桂
（
参
考

図
）
で
先
手
の
一
手
勝
ち
。
手
順
中
☖
８
五
桂

た
。
第
３
局
は
三
重
県
二
見
ヶ
浦
で
あ
り
、
１

日
目
の
午
後
に
千
日
手
が
生
じ
ま
し
た
が
、
す

ぐ
に
指
し
直
し
た
の
で
あ
ま
り
影
響
は
な
か
っ

た
で
す
」

　
Ａ
「
指
し
直
し
局
は
中
村
先
手
で
、
矢
倉
戦

へ
。
中
原
優
勢
で
終
盤
戦
に
入
り
、
Ａ
図
は
先

手
が
☗
１
五
角
と
勝
負
手
を
放
ち
ま
し
た
」

　
中
原
「
こ
れ
が
詰
め
ろ
か
ど
う
か
悩
み
ま
し

た
。
安
全
に
指
す
な
ら
☖
３
三
歩
で
十
分
で
、

☗
５
二
歩
成
に
は
☖
同
飛
と
し
て
、
５
二
に
飛

車
が
く
れ
ば
先
手
陣
に
は
☖
５
八
金
以
下
の
詰

み
が
あ
り
ま
す
。
Ａ
図
で
72
分
考
え
て
、
☖
３

　
中
原
「
入
念
に
読
ん
で
ト
ン
死
で
す
か
ら
、

呆
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で
３
連
敗
で
す
」

指
し
込
み
の
ピ
ン
チ

我
が
棋
士
人
生

―
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
対
話
形
式
の
自
叙
伝
―

若手とのタイトル戦の巻第 23回

【
扉
写
真
】
中
野
英
伴

十
六
世
名
人 

中
原 

誠

「平成のあしおと」
（Ａ図は☗ １五角まで）
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中
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（Ｂ図は☗ ２三歩成まで）
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中
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　飛
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金
銀
歩
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金
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一

☗
中
村

　持
駒

　歩
二

飛 銀

銀

玉
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歩

歩桂

と

歩
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四

角 五
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歩

歩 六

歩 桂

銀

歩桂 歩 七

角

歩

八
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（Ｃ図は☗ ７七銀まで）
9 8 7 6 5 4 3 2 1

☖
中
村

　持
駒

　桂
歩
六 香桂 飛 銀

馬 一

☗
中
原

　持
駒

　桂
香

金玉金

二歩 歩 歩歩 歩ナリ 
桂 三歩

四銀
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歩

角 歩

六
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金 銀 八
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（参考図は☗ ２三成桂まで）
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☖
後
手

　持
駒

　角
銀
歩
六 香桂

一

☗
先
手

　持
駒

　角
金
桂
香
歩

金玉銀

二歩 歩 歩歩 ナリ 
桂 三歩
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資料的価値の高い記事が満載



いうまでもなく『将棋世界』の読者はすべて将棋ファンであり、誌面内容に強烈な関心をもって熟読玩味され
ています。それゆえ、情報の浸透力は他の媒体と比較しても圧倒的。貴社商品のブランドイメージアップや
販売促進、そしてイベントなどの集客に最適な媒体です。
また、『将棋世界』では純広告出稿にプラスして、他の媒体では得られなかった新しいコミュニケーションの
可能性が広がる企画もご提案いたします。
下記は、それらの企画の一例。世代を超えて楽しめる将棋、生涯を通して楽しめる将棋の普及活動を積極
的に行う公益社団法人日本将棋連盟が発行する公式雑誌の信頼性で、貴社製品・サービスのプロモーショ
ンを展開します。ぜひとも『将棋世界』をご活用ください。

40代から60代で全体の73％を占めますが、藤井聡太二冠の活躍などで、近年は若い人が増加傾向にあります。

『将棋世界』の読者像

2016年は530万人だった将棋人口が2017年に700万人となり、藤井聡太二冠ブームで一気に将棋人口が増加したこ
とがわかります。

7
0
0

7
0
0
万

6
8
0

6
8
0
万

5
3
0

5
3
0
万

5
3
0

5
3
0
万

20歳未満
10.4％

30年以上
41.8％

4～9年
13.9％ 20~29年

4.9％
10~19年
6.6％

1～3年
23.8％

1年未満
9.0％

30代
11.8％

20代
4.5％

40代
21.5％50代

22.2％

年齢 将棋歴

60代以上
29.6％

800800

700700

600600

500500

400400

300300

200200

100100

00
20152015 20162016 20172017 20182018

将棋人口の推移
『レジャー白書 2020』（公益財団法人日本生産性本部）より
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七
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北
島
忠
雄

攻
め
て
楽
し
い
脇
シ
ス
テ
ム

シ
ン
プ
ル
か
つ
強
力
！ 3

21
位置 スペース 色 料金（税抜） サイズ

表
周
り

表 2

4C
450,000円 210×148mm

表 3 400,000円 210×148mm

表 4❶ 550,000円 193×138mm

付録表 4

1C
70,000円 140×95mm

付録表 2❷ 50,000円 140×95mm

付録表 3 38,000円 140×95mm

前
付

1ページ

4C
400,000円 210×148mm

縦 1/3ページ❸ 180,000円 180×40mm（枠付）
横 1/3ページ 180,000円 55×120mm（枠付）
1/6ページ 90,000円 56×56mm（枠付）
1ページ

1C
220,000円 210×148mm

縦 1/3ページ 120,000円 180×40mm（枠付）
横 1/3ページ❹ 120,000円 55×120mm（枠付）
1/6ページ 65,000円 56×56mm（枠付）

本
文
記
事
中

1ページ

1C

120,000円 210×148mm

横 2/3ページ 83,000円 87×120mm（枠付）
横 1/3ページ 46,000円 55×120mm（枠付）
縦 1/3ページ 46,000円 180×40mm（枠付）
1/6ページ❺ 35,000円 56×56mm（枠付）

※（枠付）の表示があるスペースは、原稿制作時に1ポイント（0.353ミリ）の外枠で囲ってください。

純広告プラン
貴社広告原稿を掲載するプランです。
表周り、前付、本文記事中、付録表周りで様 な々スペースをご用意しています。

❶表4

157 156

P.157 P.156

㉒ 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

六段 六段 五段 七段 七段 七段 六段 七段 七段 七段 七段 九段 七段 九段 八段 五段 五段 七段 六段 七段 六段 九段

阪
口

　
　悟

増
田

　康
宏

都
成

　竜
馬

片
上

　大
輔

北
島

　忠
雄

佐
藤

　秀
司

金
井

　恒
太

千
葉

　幸
生

佐
々
木
勇
気

西
尾

　
　明

豊
川

　孝
弘

高
橋

　道
雄

宮
田

　敦
史

森
下

　
　卓

真
田

　圭
一

宮
本

　広
志

青
嶋

　未
来

阿
部
健
治
郎

髙
﨑

　一
生

藤
井

　聡
太

船
江

　恒
平

先
崎

　
　学

木下晃 森下 谷川 森信 関根 中原 飯野 関根 石田和 青野 関屋 佐瀬 所司 花村 松田 森安正 安恵 西村 米長 杉本昌 井上 米長
41 21 29 38 53 52 33 40 25 40 52 59 38 53 47 33 24 30 32 17 32 49
大阪 東京 宮崎 広島 東京 宮城 埼玉 東京 埼玉 神奈川 東京 東京 埼玉 福岡 千葉 和歌山 静岡 山形 宮崎 愛知 兵庫 茨城

⃝ ● ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝
堀口 島 船江 及川 宮本 豊川 高橋 髙野 阿部 佐藤和 佐藤秀 金井 小林 真田 森下 北島 髙崎 佐々木 青嶋 村田 都成 日浦

● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ● ● ⃝ ⃝ ● ● ● ● ● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ●
小林 千葉 北島 森下 都成 髙野 佐藤和 増田 塚田 村田 宮本 日浦 安用寺 片上 石井 豊川 青野 船江 先崎 堀口 阿部 髙崎

● ● ● ● ● ● ● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ●
佐藤和 及川 日浦 青嶋 佐々木 西尾 藤井 先崎 北島 佐藤秀 青野 堀口 阿部 村田 門倉 石井 片上 宮田 塚田 金井 平藤 千葉

● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ⃝ ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ● ● ⃝ ⃝ ⃝ ● ⃝
増田 阪口 安用寺 門倉 村田 金井 佐藤秀 日浦 青野 堀口 髙野 藤井 宮本 石井 塚田 宮田 阿部 青嶋 平藤 高橋 先崎 船江

⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ● ● ⃝ ⃝ ● ⃝ ⃝ 　
真田 北島 佐藤秀 豊川 増田 都成 堀口 石井 佐藤和 髙崎 片上 阿部 塚田 髙野 阪口 藤井 島 高橋 西尾 宮本 小林 門倉

　 　 先 先 　 　 　 　 先 先 　 先 　 　 先 先 　 　 先 先 　 先
髙崎 髙野 村田 千葉 先崎 佐藤和 小林 片上 門倉 及川 真田 森下 青野 高橋 豊川 日浦 藤井 平藤 阪口 青嶋 安用寺 北島

　 先 　 　 先 先 　 先 　 　 先 　 　 先 　 　 　 　 　 　 先 先
豊川 宮本 小林 島 佐藤和 宮田 安用寺 佐々木 千葉 先崎 阪口 及川 佐藤秀 髙崎 青野 増田 堀口 門倉 森下 船江 藤井 西尾

先 　 先 先 先 　 先 　 　 先 　 先 先 　 先 先 先 先 　 先 　 　
日浦 阿部 門倉 佐藤和 豊川 島 森下 及川 西尾 佐々木 北島 塚田 船江 金井 先崎 青野 村田 増田 石井 小林 宮田 真田

先 先 先 　 　 先 先 　 先 先 　 　 　 先 　 先 先 　 先 先 　 　
阿部 真田 高橋 佐々木 髙崎 塚田 先崎 安用寺 片上 宮田 青嶋 都成 西尾 船江 増田 及川 豊川 阪口 北島 髙野 森下 金井

　 　 　 先 先 　 　 先 　 　 先 先 先 　 先 　 　 先 　 　 先 先
船江 塚田 島 佐藤秀 日浦 片上 平藤 宮本 宮田 石井 森下 青嶋 佐々木 豊川 藤井 千葉 高橋 佐藤和 及川 真田 阪口 村田

C級1組 昇級 ２名　降級点 ７名

※
○
数
字
は
降
級
点
１
。
降
級
点
２
回
で
降
級

㊱ ㉟ 34 33 32 31 ㉚ 29 ㉘ ㉗ ㉖ ㉕ 24 23

七段 八段 五段 六段 六段 五段 六段 六段 七段 六段 九段 九段 七段 九段

堀
口
一
史
座

日
浦

　市
郎

石
井
健
太
郎

佐
藤

　和
俊

及
川

　拓
馬

門
倉

　啓
太

髙
野

　秀
行

村
田

　顕
弘

平
藤

　眞
吾

安
用
寺
孝
功

塚
田

　泰
明

島

　
　
　朗

小
林

　裕
士

青
野

　照
市

伊藤果 安恵 所司 加瀬 伊藤果 石田和 中原 中田章 賀集 森信 大内 高柳 田中魁 廣津
44 53 27 41 32 32 47 33 56 45 54 56 43 66
東京 北海道 千葉 千葉 埼玉 東京 神奈川 富山 大阪 京都 東京 東京 京都 静岡

● ● ⃝ ⃝ ⃝ ● ● ● ⃝ ⃝ ● ⃝ ⃝ ●
阪口 先崎 門倉 西尾 片上 石井 千葉 藤井 塚田 青野 平藤 増田 宮田 安用寺

● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ●
藤井 高橋 真田 金井 門倉 及川 佐藤秀 西尾 島 宮田 佐々木 平藤 阪口 青嶋

● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ● ● ⃝ ⃝ ● ⃝ ● ●
高橋 都成 宮本 阪口 増田 真田 安用寺 森下 船江 髙野 髙崎 小林 島 豊川

● ● ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ● ● ● ⃝ ● ●
西尾 千葉 森下 小林 島 片上 豊川 北島 髙崎 都成 真田 及川 佐藤和 佐々木

● ⃝ ⃝ ● ⃝ 先 ⃝ ⃝ ● ● ● ● ● ●
金井 平藤 千葉 佐々木 安用寺 先崎 森下 青野 日浦 及川 宮田 青嶋 船江 村田

　 　 先 先 　 　 先 　 先 先 先 　 先 先
塚田 宮本 島 佐藤秀 西尾 佐々木 増田 都成 阿部 船江 堀口 石井 金井 宮田

先 先 　 　 先 先 　 先 　 先 先 先 先 先
青嶋 髙野 塚田 北島 高橋 阿部 日浦 平藤 村田 金井 石井 片上 都成 真田

　 　 先 　 先 　 先 　 先 　 　 先 　 　
髙野 阪口 髙崎 片上 千葉 都成 堀口 青嶋 安用寺 平藤 高橋 佐藤秀 藤井 宮本

　 先 　 先 　 先 　 先 　 先 　 　 　 先
門倉 島 佐藤和 石井 宮本 堀口 藤井 小林 青野 千葉 佐藤秀 日浦 村田 平藤

先 　 先 　 先 　 先 　 先 　 先 先 先 　
青野 北島 西尾 阿部 髙崎 髙野 門倉 先崎 金井 小林 増田 都成 安用寺 堀口

ロングインタビュー 藤井聡太四段「夏、十四歳の声」

―
―
棋
士
に
な
っ
て
公
式
戦
で
初
め
て
投
了

を
告
げ
た
。
記
録
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と

い
う
思
い
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
連
勝
中
は
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

い
ざ
終
わ
る
と
な
る
と
少
し
淋
し
い
思
い
も
確

か
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
だ
わ
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
で
す
け
ど
、（
こ
れ
ほ
ど
の
連
勝
は
）

も
う
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
」

―
―
連
勝
中
、
敗
れ
て
号
泣
す
る
小
さ
い
頃

の
映
像
が
繰
り
返
し
テ
レ
ビ
で
流
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
に
あ
の
頃
の
思
い
と
は
違
う
と
…
…
。

「
も
ち
ろ
ん
多
少
は
整
理
が
付
く
よ
う
に
は
な

っ
て
き
ま
し
た
け
ど
、
悔
し
さ
と
い
う
点
で
は

（
当
時
と
）
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
で
す
。

自
分
と
し
て
は
単
純
に
悔
し
い
気
持
ち
が
圧
倒

的
に
大
き
か
っ
た
で
す
」

―
―
佐
々
木
五
段
戦
は
ア
ベ
マ
Ｔ
Ｖ
で
１
２

４
２
万
人
以
上
が
視
聴
し
ま
し
た
。

「
後
で
僕
も
視
聴
数
を
知
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
で
も
、
あ
の
日
が
特
別
と
い
う
意
識
は

な
か
っ
た
で
す
し
、
変
に
力
ん
で
も
仕
方
の
な

い
こ
と
な
の
で
自
分
の
将
棋
を
指
す
だ
け
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」

―
―
新
記
録
を
樹
立
し
た
竜
王
戦
１
回
戦
の

増
田
四
段
戦
は
、
角
桂
の
み
で
寄
せ
を
構
築
し

た
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

「
少
し
形
勢
が
苦
し
い
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の

で
、
勝
負
手
と
し
て
指
し
た
感
覚
で
し
た
。
☗

１
五
角
か
ら
の
☗
５
三
桂
打
（
第
２
図
）
に
は

☖
２
四
銀
と
打
た
れ
る
手
も
あ
る
の
で
、
読
み

切
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
寄
っ
て
い
な
く

て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
勝

負
手
が
奏
功
し
て
、
攻
め
駒
が
増
え
て
切
れ
な

く
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
悪
く
な
っ
て
か
ら

ど
う
指
し
て
い
く
か
は
、
ず
っ
と
将
棋
を
指
し

て
い
く
上
で
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
勝

負
手
と
し
て
は
う
ま
く
指
せ
た
の
か
な
と
は
思

い
ま
す
」

―
―
「
奏
功
」
も
「
望
外
」「
僥
倖
」「
一
抹
」

と
並
ん
で
中
学
生
の
表
現
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

「
あ
…
い
や
…
…
望
外
は
将
棋
界
で
た
び
た
び

使
わ
れ
る
言
葉
で
す
し
。
僥
倖
も
使
わ
れ
な
い

言
葉
と
い
う
印
象
は
な
か
っ
た
で
す
け
ど
…
…
」

―
―
新
記
録
樹
立
の
直
後
に「
特
別
な
感
慨
」

と
も
。

「
将
棋
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
名
前
を
残
す
こ

と
が
で
き
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
け
ど
、

畏
れ
多
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
は
今

後
の
自
分
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。
幸
運
に
も
29

連
勝
で
き
ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け

強
く
な
れ
る
か
が
大
事
で
す
の
で
。
も
ち
ろ
ん

棋
士
に
な
っ
た
頃
よ
り
は
自
信
も
…
…
と
は
思

い
ま
す
け
ど
…
…
」

―
―
快
進
撃
の
途
中
で
話
を
伺
っ
た
と
き
、

自
ら
の
連
勝
を
確
率
論
で
考
え
て
い
て
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
29
連
勝
し

て
し
ま
っ
た
確
率
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

「
僕
の
期
待
勝
率
（
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
想
定

さ
れ
る
勝
率
）
が
何
割
か
は
分
か
ら
な
い
で
す

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1 香

歩

角

歩

香

2

歩

歩

桂

3

銀
金

4

歩

歩

5 玉
金

桂歩

歩

銀

6

銀
歩

桂

歩

玉

7

歩

角
歩

金

8 桂
飛

歩

9 香

歩

歩

香

☗
藤
井

　

持
駒

　

金

☖
増
田

　

持
駒

　

飛
銀
歩
三

（第 ２ 図は☗ ５ 三桂打まで）
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おめでとう！藤井聡太四段　ありがとう！加藤一二三九段 算

砂
・
宗
桂
か
ら

　
　

現
代
ま
で
の
古
棋
書

古
棋
書
・
古
書
籍
高
価
買
入
・
全
国
出
張

江
戸
か
ら
平
成
ま
で
の
将
棋
本
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

常
時
数
千
冊
を
展
示
し
て
い
ま
す
、
お
気
軽
に
手
に
取
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。
在
庫
目
録
を
お
送
り
し
ま
す
、
囲
碁
か

将
棋
か
を
明
示
の
上
お
葉
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

地
下
鉄
神
保
町
駅
Ａ
５
出
口
左
へ
山
田
書
店
の
裏
側

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
の
八　

営
業
時
間
11
時
〜
19
時
半

　
　
　

〇
三
ー
三
二
一
九
ー
四
七
五
五　
　
　

 

〇
三
ー
三
二
一
九
ー
四
七
五
八

Email kokisyo@akasiya-shoten.com
URL   http://www.akasiya-shoten.com

〒
101-
0051
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棋
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取
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え
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ま
す
。

常
時
数
千
冊
を
展
示
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い
ま
す
、
お
気
軽
に
手
に
取
っ
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ご
覧
く
だ
さ
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。
在
庫
目
録
を
お
送
り
し
ま
す
、
囲
碁
か

将
棋
か
を
明
示
の
上
お
葉
書
で
お
申
し
込
み
く
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さ
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Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

け
ど
、
仮
に
５
割
だ
と
す
る
と
５
億
分
の
１
く

ら
い
の
よ
う
で
し
て
…
…
。
７
割
だ
と
し
て
も
、

億（
分
の
１
）に
は
い
か
な
い
く
ら
い
の
よ
う
で

す
…
…
。（
つ
ま
り
は
）連
勝
に
関
し
て
言
う
と
、

運
が
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

―
―
連
勝
中
、
も
の
す
ご
い
報
道
の
さ
れ
方

を
し
て
い
ま
し
た
け
ど
、
藤
井
さ
ん
本
人
に
は

あ
ま
り
自
覚
が
な
い
よ
う
に
も
映
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
は
見
な
か
っ
た
っ
て
ホ
ン
ト
で
す
か
？

「
そ
う
で
す
ね
…
…
実
際
、
確
か
に
自
分
の
報

道
は
普
段
見
な
い
で
す
。
ま
ず
単
純
に
、
テ
レ

ビ
の
画
面
に
自
分
が
映
っ
て
い
る
の
は
恥
ず
か

し
い
と
い
う
か
…
…
。
新
聞
は
…
…
文
字
な
ら

気
恥
ず
か
し
さ
は
緩
和
さ
れ
ま
す
か
ら
…
…
。

で
も
、
最
近
は
他
の
先
生
方
が
テ
レ
ビ
に
出
ら

れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
て
、
将
棋
の
魅
力
が
伝

わ
っ
て
い
く
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
も
し
、
僕
な
ん
か
が
出
た
と
し
て
も
、

ま
と
も
に
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
（
笑
）」

―
―
テ
レ
ビ
を
見
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は

佐
藤
紳
哉
七
段
の
「
カ
ツ
ラ
投
げ
」
も
知
ら
な

い
…
…
？

　
解
説
中
に
ポ
ー
ン
と
…
…
。

「
そ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
…
…
そ
ん
な
大
胆
な

…
…
紳
哉
先
生
、
す
ご
い
で
す
…
…
（
笑
）」

―
―
出
前
を
注
文
し
た
店
に
メ
デ
ィ
ア
が
殺

到
す
る
光
景
は
か
な
り
異
様
で
し
た
。

「
別
に
何
を
頼
ん
で
も
勝
負
に
影
響
は
な
い
の

で
、
気
楽
に
頼
ん
で
ま
し
た
。
棋
士
と
し
て
は

将
棋
と
い
う
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の
に
注
目
が
集
ま

っ
て
ほ
し
い
な
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
で

も
、
先
日
の
佐
藤
（
康
光
九
段
）
先
生
の
『
冷

や
し
中
華
の
餅
入
り
』（
７
月
４
日
、
竜
王
戦
・

村
山
慈
明
七
段
戦
の
夕
食
）
は
驚
き
ま
し
た

（
笑
）。
今
日
（
順
位
戦
Ａ
級
・
三
浦
弘
行
九
段

戦
の
昼
食
）
も
注
文
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
よ
ね
（
笑
）」

―
―
い
く
ら
周
囲
が
騒
い
で
も
、
対
局
さ
え

始
ま
れ
ば
一
人
き
り
に
な
れ
る
。

「
確
か
に
、
対
局
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
対
局

以
外
の
こ
と
は
関
係
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
周

り
を
気
に
す
る
必
要
も
な
く
、
自
然
体
で
意
識

す
る
こ
と
な
く
指
せ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
」

―
―
グ
ッ
ズ
も
完
売
続
き
で
し
た
。
扇
子
の

揮
毫
「
大
志
」
に
込
め
た
思
い
と
は
。

「
単
純
に
強
く
な
る
こ
と
で
す
、
強
く
な
ら
な

い
と
見
え
な
い
景
色
は
確
実
に
あ
る
と
思
う
の
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リ
ー
グ
中
盤
の
大
一
番�

〈
Ｃ
級
１
組
〉

　
４
連
勝
同
士
の
対
決
と
な
っ
た
☗
佐
々
木
勇
︱

☖
佐
藤
和
戦
は
中
盤
で
千
日
手
の
可
能
性
も
生
じ

た
が
、
佐
々
木
が
打
開
し
て
第
３
図
の
局
面
を
迎

え
る
。
佐
藤
和
は
「
こ
こ
で
は
自
信
が
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
が
、
佐
々
木
も
ま
だ
難
し
い
と

感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
実
戦
の
☖
６
七
銀
に
つ
い

て
「
ひ
ど
い
手
だ
っ
た
」
と
佐
藤
和
。
以
下
☗
同

金
☖
同
歩
成
☗
同
飛
の
局
面
で
思
っ
た
以
上
に
手

が
な
か
っ
た
と
明
か
す
。

　
第
３
図
で
は
☖
７
四
金
が
ま
さ
っ
た
。
以
下
☗

３
三
歩
成
☖
６
三
飛
☗
３
四
と
☖
７
一
角
☗
４
四

と
（
参
考
図
）
の
進
行
は
先
手
の
と
金
が
働
く
の

を
気
に
し
て
選
ば
な
か
っ
た
と
佐
藤
は
い
う
が
、

本
譜
の
順
よ
り
は
よ
か
っ
た
。

　
実
戦
は
☗
６
七
同
飛
か
ら
☖
６
六
歩
☗
同
飛
☖

２
六
角
☗
３
三
歩
成
☖
４
八
角
成
☗
５
七
銀
☖
４

六
飛
☗
６
三
飛
成
☖
同
銀
☗
４
六
銀
と
進
ん
で
先

手
優
勢
に
。
な
ん
と
い
っ
て
も
駒
得
が
大
き
い
。
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（参考図は☗ ４ 四とまで）
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（第 3 図は☗ 3 二成銀まで）

100

70

50

30

0

中
根

2

 

CS6

中
根

2

 

CS6

❸縦1/3ページ

157 156

P.157 P.156

㉒ 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

六段 六段 五段 七段 七段 七段 六段 七段 七段 七段 七段 九段 七段 九段 八段 五段 五段 七段 六段 七段 六段 九段

阪
口

　
　悟

増
田

　康
宏

都
成

　竜
馬

片
上

　大
輔

北
島

　忠
雄

佐
藤

　秀
司

金
井

　恒
太

千
葉

　幸
生

佐
々
木
勇
気

西
尾

　
　明

豊
川

　孝
弘

高
橋

　道
雄

宮
田

　敦
史

森
下

　
　卓

真
田

　圭
一

宮
本

　広
志

青
嶋

　未
来

阿
部
健
治
郎

髙
﨑

　一
生

藤
井

　聡
太

船
江

　恒
平

先
崎

　
　学

木下晃 森下 谷川 森信 関根 中原 飯野 関根 石田和 青野 関屋 佐瀬 所司 花村 松田 森安正 安恵 西村 米長 杉本昌 井上 米長
41 21 29 38 53 52 33 40 25 40 52 59 38 53 47 33 24 30 32 17 32 49
大阪 東京 宮崎 広島 東京 宮城 埼玉 東京 埼玉 神奈川 東京 東京 埼玉 福岡 千葉 和歌山 静岡 山形 宮崎 愛知 兵庫 茨城

⃝ ● ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝
堀口 島 船江 及川 宮本 豊川 高橋 髙野 阿部 佐藤和 佐藤秀 金井 小林 真田 森下 北島 髙崎 佐々木 青嶋 村田 都成 日浦

● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ● ● ⃝ ⃝ ● ● ● ● ● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ●
小林 千葉 北島 森下 都成 髙野 佐藤和 増田 塚田 村田 宮本 日浦 安用寺 片上 石井 豊川 青野 船江 先崎 堀口 阿部 髙崎

● ● ● ● ● ● ● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ●
佐藤和 及川 日浦 青嶋 佐々木 西尾 藤井 先崎 北島 佐藤秀 青野 堀口 阿部 村田 門倉 石井 片上 宮田 塚田 金井 平藤 千葉

● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ⃝ ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ● ● ⃝ ⃝ ⃝ ● ⃝
増田 阪口 安用寺 門倉 村田 金井 佐藤秀 日浦 青野 堀口 髙野 藤井 宮本 石井 塚田 宮田 阿部 青嶋 平藤 高橋 先崎 船江

⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ● ● ⃝ ⃝ ● ⃝ ⃝ 　
真田 北島 佐藤秀 豊川 増田 都成 堀口 石井 佐藤和 髙崎 片上 阿部 塚田 髙野 阪口 藤井 島 高橋 西尾 宮本 小林 門倉

　 　 先 先 　 　 　 　 先 先 　 先 　 　 先 先 　 　 先 先 　 先
髙崎 髙野 村田 千葉 先崎 佐藤和 小林 片上 門倉 及川 真田 森下 青野 高橋 豊川 日浦 藤井 平藤 阪口 青嶋 安用寺 北島

　 先 　 　 先 先 　 先 　 　 先 　 　 先 　 　 　 　 　 　 先 先
豊川 宮本 小林 島 佐藤和 宮田 安用寺 佐々木 千葉 先崎 阪口 及川 佐藤秀 髙崎 青野 増田 堀口 門倉 森下 船江 藤井 西尾

先 　 先 先 先 　 先 　 　 先 　 先 先 　 先 先 先 先 　 先 　 　
日浦 阿部 門倉 佐藤和 豊川 島 森下 及川 西尾 佐々木 北島 塚田 船江 金井 先崎 青野 村田 増田 石井 小林 宮田 真田

先 先 先 　 　 先 先 　 先 先 　 　 　 先 　 先 先 　 先 先 　 　
阿部 真田 高橋 佐々木 髙崎 塚田 先崎 安用寺 片上 宮田 青嶋 都成 西尾 船江 増田 及川 豊川 阪口 北島 髙野 森下 金井

　 　 　 先 先 　 　 先 　 　 先 先 先 　 先 　 　 先 　 　 先 先
船江 塚田 島 佐藤秀 日浦 片上 平藤 宮本 宮田 石井 森下 青嶋 佐々木 豊川 藤井 千葉 高橋 佐藤和 及川 真田 阪口 村田

C級1組 昇級 ２名　降級点 ７名

※
○
数
字
は
降
級
点
１
。
降
級
点
２
回
で
降
級

㊱ ㉟ 34 33 32 31 ㉚ 29 ㉘ ㉗ ㉖ ㉕ 24 23

七段 八段 五段 六段 六段 五段 六段 六段 七段 六段 九段 九段 七段 九段

堀
口
一
史
座

日
浦

　市
郎

石
井
健
太
郎

佐
藤

　和
俊

及
川

　拓
馬

門
倉

　啓
太

髙
野

　秀
行

村
田

　顕
弘

平
藤

　眞
吾

安
用
寺
孝
功

塚
田

　泰
明

島

　
　
　朗

小
林

　裕
士

青
野

　照
市

伊藤果 安恵 所司 加瀬 伊藤果 石田和 中原 中田章 賀集 森信 大内 高柳 田中魁 廣津
44 53 27 41 32 32 47 33 56 45 54 56 43 66
東京 北海道 千葉 千葉 埼玉 東京 神奈川 富山 大阪 京都 東京 東京 京都 静岡

● ● ⃝ ⃝ ⃝ ● ● ● ⃝ ⃝ ● ⃝ ⃝ ●
阪口 先崎 門倉 西尾 片上 石井 千葉 藤井 塚田 青野 平藤 増田 宮田 安用寺

● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ⃝ ● ● ⃝ ● ⃝ ⃝ ●
藤井 高橋 真田 金井 門倉 及川 佐藤秀 西尾 島 宮田 佐々木 平藤 阪口 青嶋

● ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● ● ● ⃝ ⃝ ● ⃝ ● ●
高橋 都成 宮本 阪口 増田 真田 安用寺 森下 船江 髙野 髙崎 小林 島 豊川

● ● ⃝ ⃝ ● ● ⃝ ● ● ● ● ⃝ ● ●
西尾 千葉 森下 小林 島 片上 豊川 北島 髙崎 都成 真田 及川 佐藤和 佐々木

● ⃝ ⃝ ● ⃝ 先 ⃝ ⃝ ● ● ● ● ● ●
金井 平藤 千葉 佐々木 安用寺 先崎 森下 青野 日浦 及川 宮田 青嶋 船江 村田

　 　 先 先 　 　 先 　 先 先 先 　 先 先
塚田 宮本 島 佐藤秀 西尾 佐々木 増田 都成 阿部 船江 堀口 石井 金井 宮田

先 先 　 　 先 先 　 先 　 先 先 先 先 先
青嶋 髙野 塚田 北島 高橋 阿部 日浦 平藤 村田 金井 石井 片上 都成 真田

　 　 先 　 先 　 先 　 先 　 　 先 　 　
髙野 阪口 髙崎 片上 千葉 都成 堀口 青嶋 安用寺 平藤 高橋 佐藤秀 藤井 宮本

　 先 　 先 　 先 　 先 　 先 　 　 　 先
門倉 島 佐藤和 石井 宮本 堀口 藤井 小林 青野 千葉 佐藤秀 日浦 村田 平藤

先 　 先 　 先 　 先 　 先 　 先 先 先 　
青野 北島 西尾 阿部 髙崎 髙野 門倉 先崎 金井 小林 増田 都成 安用寺 堀口

ロングインタビュー 藤井聡太四段「夏、十四歳の声」

―
―
棋
士
に
な
っ
て
公
式
戦
で
初
め
て
投
了

を
告
げ
た
。
記
録
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
、
と

い
う
思
い
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
連
勝
中
は
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

い
ざ
終
わ
る
と
な
る
と
少
し
淋
し
い
思
い
も
確

か
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
だ
わ
っ
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
で
す
け
ど
、（
こ
れ
ほ
ど
の
連
勝
は
）

も
う
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
」

―
―
連
勝
中
、
敗
れ
て
号
泣
す
る
小
さ
い
頃

の
映
像
が
繰
り
返
し
テ
レ
ビ
で
流
れ
ま
し
た
。

さ
す
が
に
あ
の
頃
の
思
い
と
は
違
う
と
…
…
。

「
も
ち
ろ
ん
多
少
は
整
理
が
付
く
よ
う
に
は
な

っ
て
き
ま
し
た
け
ど
、
悔
し
さ
と
い
う
点
で
は

（
当
時
と
）
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
で
す
。

自
分
と
し
て
は
単
純
に
悔
し
い
気
持
ち
が
圧
倒

的
に
大
き
か
っ
た
で
す
」

―
―
佐
々
木
五
段
戦
は
ア
ベ
マ
Ｔ
Ｖ
で
１
２

４
２
万
人
以
上
が
視
聴
し
ま
し
た
。

「
後
で
僕
も
視
聴
数
を
知
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

し
た
。
で
も
、
あ
の
日
が
特
別
と
い
う
意
識
は

な
か
っ
た
で
す
し
、
変
に
力
ん
で
も
仕
方
の
な

い
こ
と
な
の
で
自
分
の
将
棋
を
指
す
だ
け
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
」

―
―
新
記
録
を
樹
立
し
た
竜
王
戦
１
回
戦
の

増
田
四
段
戦
は
、
角
桂
の
み
で
寄
せ
を
構
築
し

た
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

「
少
し
形
勢
が
苦
し
い
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の

で
、
勝
負
手
と
し
て
指
し
た
感
覚
で
し
た
。
☗

１
五
角
か
ら
の
☗
５
三
桂
打
（
第
２
図
）
に
は

☖
２
四
銀
と
打
た
れ
る
手
も
あ
る
の
で
、
読
み

切
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
寄
っ
て
い
な
く

て
も
お
か
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
勝

負
手
が
奏
功
し
て
、
攻
め
駒
が
増
え
て
切
れ
な

く
な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
悪
く
な
っ
て
か
ら

ど
う
指
し
て
い
く
か
は
、
ず
っ
と
将
棋
を
指
し

て
い
く
上
で
大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
勝

負
手
と
し
て
は
う
ま
く
指
せ
た
の
か
な
と
は
思

い
ま
す
」

―
―
「
奏
功
」
も
「
望
外
」「
僥
倖
」「
一
抹
」

と
並
ん
で
中
学
生
の
表
現
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

「
あ
…
い
や
…
…
望
外
は
将
棋
界
で
た
び
た
び

使
わ
れ
る
言
葉
で
す
し
。
僥
倖
も
使
わ
れ
な
い

言
葉
と
い
う
印
象
は
な
か
っ
た
で
す
け
ど
…
…
」

―
―
新
記
録
樹
立
の
直
後
に「
特
別
な
感
慨
」

と
も
。

「
将
棋
の
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
に
名
前
を
残
す
こ

と
が
で
き
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
け
ど
、

畏
れ
多
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
は
今

後
の
自
分
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。
幸
運
に
も
29

連
勝
で
き
ま
し
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け

強
く
な
れ
る
か
が
大
事
で
す
の
で
。
も
ち
ろ
ん

棋
士
に
な
っ
た
頃
よ
り
は
自
信
も
…
…
と
は
思

い
ま
す
け
ど
…
…
」

―
―
快
進
撃
の
途
中
で
話
を
伺
っ
た
と
き
、

自
ら
の
連
勝
を
確
率
論
で
考
え
て
い
て
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
、
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
29
連
勝
し

て
し
ま
っ
た
確
率
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
。

「
僕
の
期
待
勝
率
（
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
か
ら
想
定

さ
れ
る
勝
率
）
が
何
割
か
は
分
か
ら
な
い
で
す

一

二
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四

五
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（第 ２ 図は☗ ５ 三桂打まで）
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おめでとう！藤井聡太四段　ありがとう！加藤一二三九段 算

砂
・
宗
桂
か
ら

　
　

現
代
ま
で
の
古
棋
書

古
棋
書
・
古
書
籍
高
価
買
入
・
全
国
出
張

江
戸
か
ら
平
成
ま
で
の
将
棋
本
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

常
時
数
千
冊
を
展
示
し
て
い
ま
す
、
お
気
軽
に
手
に
取
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。
在
庫
目
録
を
お
送
り
し
ま
す
、
囲
碁
か

将
棋
か
を
明
示
の
上
お
葉
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

地
下
鉄
神
保
町
駅
Ａ
５
出
口
左
へ
山
田
書
店
の
裏
側

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町
一
の
八　

営
業
時
間
11
時
〜
19
時
半

　
　
　

〇
三
ー
三
二
一
九
ー
四
七
五
五　
　
　

 

〇
三
ー
三
二
一
九
ー
四
七
五
八

Email kokisyo@akasiya-shoten.com
URL   http://www.akasiya-shoten.com

〒
101-
0051
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現
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ま
で
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古
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・
古
書
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高
価
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・
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国
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張
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か
ら
平
成
ま
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将
棋
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取
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そ
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え
て
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す
。

常
時
数
千
冊
を
展
示
し
て
い
ま
す
、
お
気
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に
手
に
取
っ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。
在
庫
目
録
を
お
送
り
し
ま
す
、
囲
碁
か

将
棋
か
を
明
示
の
上
お
葉
書
で
お
申
し
込
み
く
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さ
い
。
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0051

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｆ
Ａ
Ｘ

け
ど
、
仮
に
５
割
だ
と
す
る
と
５
億
分
の
１
く

ら
い
の
よ
う
で
し
て
…
…
。
７
割
だ
と
し
て
も
、

億（
分
の
１
）に
は
い
か
な
い
く
ら
い
の
よ
う
で

す
…
…
。（
つ
ま
り
は
）連
勝
に
関
し
て
言
う
と
、

運
が
良
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
」

―
―
連
勝
中
、
も
の
す
ご
い
報
道
の
さ
れ
方

を
し
て
い
ま
し
た
け
ど
、
藤
井
さ
ん
本
人
に
は

あ
ま
り
自
覚
が
な
い
よ
う
に
も
映
り
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
は
見
な
か
っ
た
っ
て
ホ
ン
ト
で
す
か
？

「
そ
う
で
す
ね
…
…
実
際
、
確
か
に
自
分
の
報

道
は
普
段
見
な
い
で
す
。
ま
ず
単
純
に
、
テ
レ

ビ
の
画
面
に
自
分
が
映
っ
て
い
る
の
は
恥
ず
か

し
い
と
い
う
か
…
…
。
新
聞
は
…
…
文
字
な
ら

気
恥
ず
か
し
さ
は
緩
和
さ
れ
ま
す
か
ら
…
…
。

で
も
、
最
近
は
他
の
先
生
方
が
テ
レ
ビ
に
出
ら

れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
て
、
将
棋
の
魅
力
が
伝

わ
っ
て
い
く
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
も
し
、
僕
な
ん
か
が
出
た
と
し
て
も
、

ま
と
も
に
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
（
笑
）」

―
―
テ
レ
ビ
を
見
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は

佐
藤
紳
哉
七
段
の
「
カ
ツ
ラ
投
げ
」
も
知
ら
な

い
…
…
？

　
解
説
中
に
ポ
ー
ン
と
…
…
。

「
そ
、
そ
う
な
ん
で
す
か
…
…
そ
ん
な
大
胆
な

…
…
紳
哉
先
生
、
す
ご
い
で
す
…
…
（
笑
）」

―
―
出
前
を
注
文
し
た
店
に
メ
デ
ィ
ア
が
殺

到
す
る
光
景
は
か
な
り
異
様
で
し
た
。

「
別
に
何
を
頼
ん
で
も
勝
負
に
影
響
は
な
い
の

で
、
気
楽
に
頼
ん
で
ま
し
た
。
棋
士
と
し
て
は

将
棋
と
い
う
ゲ
ー
ム
そ
の
も
の
に
注
目
が
集
ま

っ
て
ほ
し
い
な
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
す
。
で

も
、
先
日
の
佐
藤
（
康
光
九
段
）
先
生
の
『
冷

や
し
中
華
の
餅
入
り
』（
７
月
４
日
、
竜
王
戦
・

村
山
慈
明
七
段
戦
の
夕
食
）
は
驚
き
ま
し
た

（
笑
）。
今
日
（
順
位
戦
Ａ
級
・
三
浦
弘
行
九
段

戦
の
昼
食
）
も
注
文
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
よ
ね
（
笑
）」

―
―
い
く
ら
周
囲
が
騒
い
で
も
、
対
局
さ
え

始
ま
れ
ば
一
人
き
り
に
な
れ
る
。

「
確
か
に
、
対
局
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
対
局

以
外
の
こ
と
は
関
係
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
周

り
を
気
に
す
る
必
要
も
な
く
、
自
然
体
で
意
識

す
る
こ
と
な
く
指
せ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
」

―
―
グ
ッ
ズ
も
完
売
続
き
で
し
た
。
扇
子
の

揮
毫
「
大
志
」
に
込
め
た
思
い
と
は
。

「
単
純
に
強
く
な
る
こ
と
で
す
、
強
く
な
ら
な

い
と
見
え
な
い
景
色
は
確
実
に
あ
る
と
思
う
の
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リ
ー
グ
中
盤
の
大
一
番�

〈
Ｃ
級
１
組
〉

　
４
連
勝
同
士
の
対
決
と
な
っ
た
☗
佐
々
木
勇
︱

☖
佐
藤
和
戦
は
中
盤
で
千
日
手
の
可
能
性
も
生
じ

た
が
、
佐
々
木
が
打
開
し
て
第
３
図
の
局
面
を
迎

え
る
。
佐
藤
和
は
「
こ
こ
で
は
自
信
が
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
る
が
、
佐
々
木
も
ま
だ
難
し
い
と

感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。
実
戦
の
☖
６
七
銀
に
つ
い

て
「
ひ
ど
い
手
だ
っ
た
」
と
佐
藤
和
。
以
下
☗
同

金
☖
同
歩
成
☗
同
飛
の
局
面
で
思
っ
た
以
上
に
手

が
な
か
っ
た
と
明
か
す
。

　
第
３
図
で
は
☖
７
四
金
が
ま
さ
っ
た
。
以
下
☗

３
三
歩
成
☖
６
三
飛
☗
３
四
と
☖
７
一
角
☗
４
四

と
（
参
考
図
）
の
進
行
は
先
手
の
と
金
が
働
く
の

を
気
に
し
て
選
ば
な
か
っ
た
と
佐
藤
は
い
う
が
、

本
譜
の
順
よ
り
は
よ
か
っ
た
。

　
実
戦
は
☗
６
七
同
飛
か
ら
☖
６
六
歩
☗
同
飛
☖

２
六
角
☗
３
三
歩
成
☖
４
八
角
成
☗
５
七
銀
☖
４

六
飛
☗
６
三
飛
成
☖
同
銀
☗
４
六
銀
と
進
ん
で
先

手
優
勢
に
。
な
ん
と
い
っ
て
も
駒
得
が
大
き
い
。

一
二
三
四
五
六
七
八
九

1

香
歩

歩

香

2

歩

飛

桂

3

ナリ 
銀

桂

4

と

歩

5

歩

歩
金

6 金

飛

歩

角
金

7 角
銀
歩
金

歩

銀

8 桂
玉
歩

歩
玉
桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　歩

☖
後
手

　持
駒

　銀
歩
三

（参考図は☗ ４ 四とまで）

一
二
三
四
五
六
七
八
九

1

香
歩

歩

香

2

歩

飛

桂

3

ナリ�
銀

歩角

桂

4

飛

歩

5

歩

歩
金

6 金

金

歩

角
金

7

銀
歩

歩

銀

8 桂
玉
歩

歩
玉
桂

9 香

歩

歩

香

☗
佐
々
木

　持
駒

　歩

☖
佐
藤

　持
駒

　銀
歩
三

（第 3 図は☗ 3 二成銀まで）
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あ
り
ま
す
が
、
終
盤
に
玉
の
懐
が
広
い
と
い
う

大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
。
な

の
で
読
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
☖
１
四
歩
と
受
け

る
手
を
お
ス
ス
メ
し
ま
す
。

─
そ
し
て
☗
９
六
歩
☖
９
四
歩
に
、
い
よ
い

よ
角
交
換
（
第
４
図
）
し
ま
す
。

多
く
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

脇
　
受
け
が
好
き
な
方
な
ら
☗
４
八
飛
も
有
力

で
す
が
、
☖
７
五
歩
☗
７
九
金
☖
７
六
歩
☗
同

銀
☖
７
五
歩
☗
８
五
銀
☖
８
七
角
成
☗
同
玉
☖

８
五
飛
☗
８
六
歩
☖
８
二
飛
（
第
７
図
）
が
一

例
で
、
有
名
な
の
は
第
15
期
竜
王
戦
七
番
勝
負

第
７
局
の
☗
阿
部
隆
七
段
─
☖
羽
生
善
治
竜
王

（
当
時
・
平
成
15
年
１
月
）
も
、
こ
う
進
み
ま
し

た
。
先
手
は
角
銀
交
換
の
駒
得
で
す
が
、
後
手

の
攻
め
を
面
倒
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
展
開

な
の
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
好
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

─
や
は
り
脇
シ
ス
テ
ム
は
攻
め
が
魅
力
。
☗

１
五
歩
が
本
命
で
す
か
。

脇
　
プ
ロ
の
実
戦
例
も
大
多
数
が
☗
１
五
歩
で

す
。
以
下
☖
同
歩
に
☗
同
銀
が
自
然
で
す
が
、

☗
同
香
も
よ
く
指
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
１
号

局
も
☗
１
五
同
香
で
し
た
。
こ
の
変
化
も
基
本

講
座
に
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
割
愛
し
ま
す
が
、

棋
士
で
は
三
浦
（
弘
行
）
九
段
が
よ
く
指
し
て

い
る
形
で
、
詰
み
に
近
い
部
分
ま
で
研
究
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
三
浦
九
段
の
将
棋
で
有
名

な
の
が
、
Ａ
級
順
位
戦
の
羽
生
三
冠
戦
（
当

時
・
平
成
25
年
１
月
）
で
、
第
８
図
か
ら
☖
８

三
桂
☗
９
六
玉
！
☖
８
二
玉
☗
９
四
銀
！
と
、

脇
　
第
４
図
の
☖
９
四
歩
で
☖
８
四
銀
と
出
て

も
、
９
五
に
は
出
ら
れ
な
い
の
で
、
☖
９
四
歩

と
受
け
る
の
は
自
然
で
す
。
そ
し
て
い
よ
い
よ

先
手
が
攻
め
る
番
で
す
が
気
を
つ
け
る
点
は
、

角
交
換
を
し
な
い
で
☗
２
六
銀
と
出
る
と
、
後

手
か
ら
☖
４
六
角
☗
同
歩
に
☖
４
七
角
と
打
た

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
☗
３
七
銀
と

出
た
銀
を
引
く
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

先
攻
し
た
い
先
手
と
し
て
は
損
で
す
。
先
手
番

で
は
角
交
換
を
し
て
か
ら
、
元
気
よ
く
銀
を
出

ま
し
ょ
う
。
角
交
換
が
攻
め
の
合
図
で
す
。

棒
銀
の
攻
め

─
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
攻
め
て
い
く
の

で
す
か
。

脇
　
第
４
図
か
ら
☗
６
四
角
☖
同
銀
に
、
☗
２

六
銀
と
出
て
棒
銀
を
狙
い
ま
す
。
☖
６
四
同
銀

で
は
☖
同
歩
と
取
る
変
化
も
あ
り
ま
す
が
、
基

本
講
座
に
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
省
略
し
ま

す
。
☗
２
六
銀
以
下
は
、
☖
７
五
歩
☗
同
歩
☖

６
九
角
と
進
め
ば
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
昔
の
定

跡
で
す
。
し
か
し
以
下
☗
１
五
歩
☖
同
歩
☗
同

銀
☖
同
香
☗
同
香
☖
４
七
角
成
☗
１
三
歩
（
第

５
図
）
に
、
１
歩
渡
し
た
た
め
に
☖
同
桂
（
☗

１
四
歩
が
あ
る
）
と
取
れ
な
い
の
で
、
先
手
有

利
が
定
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
☖
７
五

歩
で
は
単
に
☖
６
九
角
（
第
６
図
）
と
打
つ
手

が
、
現
在
で
は
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

─
第
６
図
か
ら
は
、
☗
４
八
飛
と
馬
を
作
ら

せ
な
い
指
し
方
と
、
☗
１
五
歩
の
攻
め
合
い
が

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1 香

歩

歩

香

2 桂
玉
歩

歩

飛
桂

3

金
銀
歩

歩
銀

4

金
歩

角
歩

5

歩

歩

6

歩
角

歩
金

7

銀
歩

歩
銀
金

8 桂
飛

歩

歩
玉
桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　な
し

☖
後
手

　持
駒

　な
し

（第 4 図は☖ ９ 四歩まで）

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1

歩

香

2 桂
玉
歩

歩

飛
桂

3

金
銀
歩

歩

4

金
歩

馬

5

歩

歩

6

歩
銀

歩
金

7

歩

銀
金

8 桂
飛

歩

歩
玉
桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　角
香
歩

☖
後
手

　持
駒

　銀
歩
二

（第 5 図は☗ １ 三歩まで）

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1 香

歩

歩

香

2 桂
玉
歩

歩
銀

飛
桂

3

金
銀
歩

歩

4

金
歩

歩

5

歩

歩

6

歩
銀

歩
金

角

7

歩

歩
銀
金

8 桂
飛

歩

歩
玉
桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　角

☖
後
手

　持
駒

　な
し

（第 6 図は☖ 6 九角まで）

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1 香

歩

歩

香

2 桂
玉
歩

歩
銀

桂

3

金
銀
歩

歩

4

金
歩

歩
飛

5

歩

歩

6

歩
銀

歩
金

7

歩

金

8 桂
飛

歩
玉

桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　角
角
歩

☖
後
手

　持
駒

　銀
歩

（第 7 図は☖ ８ 二飛まで）

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1

歩

歩

2 桂

馬
銀

と

桂

3

飛
4

金

香

5

歩

6

金

歩

金
銀

7

歩

歩
銀馬

8 桂

銀

金

9 香

玉

玉

香

☗
三
浦

　持
駒

　飛
香
歩
八

☖
羽
生

　持
駒

　桂
歩
三

（第 ８ 図は☗ ９ 五玉まで）

1 現代に生きる矢倉脇システム特集Chapter 戦法解説「家元が語る脇システム」
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あ
り
ま
す
が
、
終
盤
に
玉
の
懐
が
広
い
と
い
う

大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
す
。
な

の
で
読
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
☖
１
四
歩
と
受
け

る
手
を
お
ス
ス
メ
し
ま
す
。

─
そ
し
て
☗
９
六
歩
☖
９
四
歩
に
、
い
よ
い

よ
角
交
換
（
第
４
図
）
し
ま
す
。

多
く
指
さ
れ
て
い
ま
す
。

脇
　
受
け
が
好
き
な
方
な
ら
☗
４
八
飛
も
有
力

で
す
が
、
☖
７
五
歩
☗
７
九
金
☖
７
六
歩
☗
同

銀
☖
７
五
歩
☗
８
五
銀
☖
８
七
角
成
☗
同
玉
☖

８
五
飛
☗
８
六
歩
☖
８
二
飛
（
第
７
図
）
が
一

例
で
、
有
名
な
の
は
第
15
期
竜
王
戦
七
番
勝
負

第
７
局
の
☗
阿
部
隆
七
段
─
☖
羽
生
善
治
竜
王

（
当
時
・
平
成
15
年
１
月
）
も
、
こ
う
進
み
ま
し

た
。
先
手
は
角
銀
交
換
の
駒
得
で
す
が
、
後
手

の
攻
め
を
面
倒
を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
展
開

な
の
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
好
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

─
や
は
り
脇
シ
ス
テ
ム
は
攻
め
が
魅
力
。
☗

１
五
歩
が
本
命
で
す
か
。

脇
　
プ
ロ
の
実
戦
例
も
大
多
数
が
☗
１
五
歩
で

す
。
以
下
☖
同
歩
に
☗
同
銀
が
自
然
で
す
が
、

☗
同
香
も
よ
く
指
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
の
１
号

局
も
☗
１
五
同
香
で
し
た
。
こ
の
変
化
も
基
本

講
座
に
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
割
愛
し
ま
す
が
、

棋
士
で
は
三
浦
（
弘
行
）
九
段
が
よ
く
指
し
て

い
る
形
で
、
詰
み
に
近
い
部
分
ま
で
研
究
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
三
浦
九
段
の
将
棋
で
有
名

な
の
が
、
Ａ
級
順
位
戦
の
羽
生
三
冠
戦
（
当

時
・
平
成
25
年
１
月
）
で
、
第
８
図
か
ら
☖
８

三
桂
☗
９
六
玉
！
☖
８
二
玉
☗
９
四
銀
！
と
、

脇
　
第
４
図
の
☖
９
四
歩
で
☖
８
四
銀
と
出
て

も
、
９
五
に
は
出
ら
れ
な
い
の
で
、
☖
９
四
歩

と
受
け
る
の
は
自
然
で
す
。
そ
し
て
い
よ
い
よ

先
手
が
攻
め
る
番
で
す
が
気
を
つ
け
る
点
は
、

角
交
換
を
し
な
い
で
☗
２
六
銀
と
出
る
と
、
後

手
か
ら
☖
４
六
角
☗
同
歩
に
☖
４
七
角
と
打
た

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
☗
３
七
銀
と

出
た
銀
を
引
く
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、

先
攻
し
た
い
先
手
と
し
て
は
損
で
す
。
先
手
番

で
は
角
交
換
を
し
て
か
ら
、
元
気
よ
く
銀
を
出

ま
し
ょ
う
。
角
交
換
が
攻
め
の
合
図
で
す
。

棒
銀
の
攻
め

─
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
攻
め
て
い
く
の

で
す
か
。

脇
　
第
４
図
か
ら
☗
６
四
角
☖
同
銀
に
、
☗
２

六
銀
と
出
て
棒
銀
を
狙
い
ま
す
。
☖
６
四
同
銀

で
は
☖
同
歩
と
取
る
変
化
も
あ
り
ま
す
が
、
基

本
講
座
に
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
省
略
し
ま

す
。
☗
２
六
銀
以
下
は
、
☖
７
五
歩
☗
同
歩
☖

６
九
角
と
進
め
ば
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
昔
の
定

跡
で
す
。
し
か
し
以
下
☗
１
五
歩
☖
同
歩
☗
同

銀
☖
同
香
☗
同
香
☖
４
七
角
成
☗
１
三
歩
（
第

５
図
）
に
、
１
歩
渡
し
た
た
め
に
☖
同
桂
（
☗

１
四
歩
が
あ
る
）
と
取
れ
な
い
の
で
、
先
手
有

利
が
定
説
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
の
で
☖
７
五

歩
で
は
単
に
☖
６
九
角
（
第
６
図
）
と
打
つ
手

が
、
現
在
で
は
有
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

─
第
６
図
か
ら
は
、
☗
４
八
飛
と
馬
を
作
ら

せ
な
い
指
し
方
と
、
☗
１
五
歩
の
攻
め
合
い
が

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1 香

歩

歩

香

2 桂
玉
歩

歩

飛
桂

3

金
銀
歩

歩
銀

4

金
歩

角
歩

5

歩

歩

6

歩
角

歩
金

7

銀
歩

歩
銀
金

8 桂
飛

歩

歩
玉
桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　な
し

☖
後
手

　持
駒

　な
し

（第 4 図は☖ ９ 四歩まで）

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1

歩

香

2 桂
玉
歩

歩

飛
桂

3

金
銀
歩

歩

4

金
歩

馬

5

歩

歩

6

歩
銀

歩
金

7

歩

銀
金

8 桂
飛

歩

歩
玉
桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　角
香
歩

☖
後
手

　持
駒

　銀
歩
二

（第 5 図は☗ １ 三歩まで）

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1 香

歩

歩

香

2 桂
玉
歩

歩
銀

飛
桂

3

金
銀
歩

歩

4

金
歩

歩

5

歩

歩

6

歩
銀

歩
金

角

7

歩

歩
銀
金

8 桂
飛

歩

歩
玉
桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　角

☖
後
手

　持
駒

　な
し

（第 6 図は☖ 6 九角まで）

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1 香

歩

歩

香

2 桂
玉
歩

歩
銀

桂

3

金
銀
歩

歩

4

金
歩

歩
飛

5

歩

歩

6

歩
銀

歩
金

7

歩

金

8 桂
飛

歩
玉

桂

9 香

歩

歩

香

☗
先
手

　持
駒

　角
角
歩

☖
後
手

　持
駒

　銀
歩

（第 7 図は☖ ８ 二飛まで）

一

二

三

四

五

六

七

八

九

1

歩

歩

2 桂

馬
銀

と

桂

3

飛
4

金

香

5

歩

6

金

歩

金
銀

7

歩

歩
銀馬

8 桂

銀

金

9 香

玉

玉

香

☗
三
浦

　持
駒

　飛
香
歩
八

☖
羽
生

　持
駒

　桂
歩
三

（第 ８ 図は☗ ９ 五玉まで）
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は
？
と
尋
ね
る
と
、「
負
け
は
負
け
な
の
で
、

さ
す
が
に
そ
れ
は
な
い
。
た
だ
第
２
局
ま
で
３

週
間
以
上
空
く
の
で
、
そ
れ
な
り
に
考
え
る
時

間
が
あ
る
の
は
救
い
で
す
ね
」
と
言
う
。
本
局

は
序
盤
で
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

中
・
終
盤
で
力
負
け
は
し
て
い
な
い
。
木
村
の

パ
ワ
フ
ル
な
指
し
回
し
を
期
待
し
た
い
。

さ
て
、
最
後
に
ソ
フ
ト
に
関
し
て
思
う
と
こ

ろ
を
述
べ
て
締
め
た
い
。
読
者
は
不
思
議
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
昔
、
ソ
フ
ト
が
な
い
時
代
は

多
く
の
居
飛
車
党
が
８
五
飛
を
指
し
て
い
た
。

先
手
も
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
高
飛
車
に
立

ち
向
か
っ
て
い
た
の
だ
。
け
れ
ど
ソ
フ
ト
が
登

場
し
て
評
価
値
が
判
明
す
る
と
、
急
に
先
手
の

指
し
手
が
ノ
ビ
ノ
ビ
し
始
め
る
。
ソ
フ
ト
だ
っ

て
、
先
の
先
ま
で
す
べ
て
の
手
を
教
え
て
く
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の
に
。

本
局
に
関
す
る
取
材
の
中
で
、
中
村
太
地
七

段
が
興
味
深
い
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

「
指
せ
る
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
や
っ

て
い
る
の
と
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
わ
か
っ
た
う

え
で
指
し
て
い
る
の
っ
て
実
は
大
差
な
ん
で
す

よ
。
中
・
終
盤
戦
で
『
自
分
が
優
勢
っ
て
わ
か

っ
て
い
れ
ば
こ
っ
ち
の
手
を
選
ん
で
い
た
の

に
』
と
い
う
後
悔
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
と
似
て
い
ま
す
よ
ね
」

ほ
ん
の
少
し
の
光
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き

な
道
し
る
べ
に
な
る
。
だ
が
豊
島
は
自
身
の
強

み
の
一
つ
で
あ
る
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を

煌
々
と
照
る
ラ
イ
ト
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
あ
っ
て
も
実
戦
を
勝
つ
の
は

簡
単
で
は
な
い
が
、
ほ
か
の
棋
士
に
は
容
易
に

真
似
の
で
き
な
い
積
極
的
な
指
し
回
し
で
、
豊

島
は
勝
利
と
い
う
目
的
地
へ
と
突
き
進
む
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
本
局
は
、

実
に
豊
島
ら
し
い
将
棋
だ
っ
た
。

木
村
は
終
局
後
の
大
盤
解
説
会
で
「
せ
っ
か
く

来
て
い
た
だ
い
た
の
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
フ
ァ
ン
に
詫
び
た
。

後
日
に
木
村
に
総
括
を
求
め
る
と
「
豊
島
さ

ん
の
指
し
手
が
丁
寧
で
、
全
体
的
に
う
ま
く
指

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
相
手
を
た
た
え
た
。

ま
た
豊
島
の
用
意
周
到
さ
も
強
く
感
じ
た
と

い
う
。「
本
譜
の
☗
３
七
桂
で
は
☗
３
七
銀
も

あ
っ
て
迷
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、
指
し
手
は

早
か
っ
た
。
あ
と
☗
２
九
飛
と
引
く
の
も
す
ぐ

で
し
た
ね
。
手
を
渡
し
て
も
大
丈
夫
と
い
う
こ

と
が
事
前
に
わ
か
っ
て
い
た
ん
で
す
か
ね
。
周

到
な
準
備
が
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
挑
戦
者
決
定
戦
を
見
て
８
五
飛
を
研
究

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
連
採
す
る

作
戦
で
も
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。
ま
あ
、

今
年
の
名
人
戦
で
研
究
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
で
す
し
ね
。
佐
藤
さ
ん
（
天
彦
九
段
）
は

横
歩
取
り
が
得
意
だ
か
ら
。
も
し
く
は
そ
の
場

で
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
あ
、
勘
繰

り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
」

ソ
フ
ト
を
使
っ
た
研
究
が
得
意
な
豊
島
と
戦

う
相
手
は
「
ど
こ
ま
で
調
べ
て
い
る
の
か
」
と

い
う
自
身
の
疑
念
と
も
戦
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
か
ら
大
変
だ
。
そ
れ
が
幻
影
と
な
っ
て
、
必

要
以
上
に
相
手
が
大
き
く
見
え
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
豊
島
は
８
五
飛
は
想
定
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
答
え
は
、「
イ
エ
ス
」だ
っ
た
。「
本

局
の
２
六
飛
―
３
八
銀
型
は
昔
、
研
究
し
た
形

だ
っ
た
の
で
、
王
位
挑
決
と
同
じ
指
し
方
で
こ

ら
れ
た
ら
こ
れ
を
指
そ
う
と
思
っ
て
い
て
、
対

局
前
に
少
し
確
認
は
し
ま
し
た
」。
用
意
周
到

な
男
の
視
界
に
は
当
然
、
８
五
飛
も
入
っ
て
い

た
。
で
は
、
ど
こ
ま
で
考
え
て
い
た
の
か
。
す

る
と
34
手
目
の
☖
２
三
銀
、
木
村
が
大
い
に
悔

や
ん
だ
手
に
つ
い
て
語
っ
た
。

「
昔
、
研
究
し
た
と
き
は
☖
８
六
歩
や
☖
７
五

歩
を
考
え
て
い
て
、
先
手
が
や
れ
そ
う
で
し
た
。

実
際
に
こ
の
局
面
ま
で
進
み
、
相
手
が
木
村
九

段
な
の
で
本
譜
の
☖
２
三
銀
、
☖
１
四
歩
や
☖

９
四
歩
な
ど
で
力
を
た
め
て
こ
ら
れ
る
か
な
と

も
思
い
ま
し
た
。
も
う
少
し
研
究
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
な
と
後
悔
し
ま
し
た
が
、
冷
静
に
見

れ
ば
も
と
も
と
先
後
も
決
ま
っ
て
な
か
っ
た
で

す
し
、
仕
方
な
か
っ
た
で
す
」

☖
２
三
銀
の
手
前
ま
で
考
え
て
い
て
、
先
手

が
や
れ
る
と
見
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
対
局

中
は
本
譜
の
☖
２
三
銀
、
そ
し
て
木
村
が
迷
っ

た
と
い
う
☖
９
四
歩
ま
で
視
野
に
入
っ
て
い
た

の
だ
。
事
前
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、
対
局
中
の
冴

え
も
抜
群
だ
っ
た
。

「
な
ん
と
な
く
」
ぐ
ら
い
で
具
体
的
な
手
順
を

用
意
し
て
い
な
か
っ
た
木
村
は
準
備
面
が
芳
し

く
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
突
っ
込
ん
で
言
う
と
、

ソ
フ
ト
の
評
価
が
低
い
こ
と
は
知
り
つ
つ
も
、

８
五
飛
戦
法
を
採
用
し
た
こ
と
が
そ
も
そ
も
よ

く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
敗
因
に
関
し

て
は
「
☖
２
三
銀
が
ま
ず
か
っ
た
」
と
木
村
は

言
う
が
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
ど
う
す
れ
ば

よ
か
っ
た
の
か
と
い
う
代
案
は
出
て
い
な
い
。

ソ
フ
ト
の
評
価
値
通
り
に
、
８
五
飛
戦
法
自
体

が
ま
ず
い
可
能
性
だ
っ
て
否
定
で
き
な
い
の
だ
。

「
そ
ん
な
ば
か
な
」
と
い
う
声
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
相
手
が
豊
島
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
中

の
ト
ッ
プ
棋
士
で
、
さ
ら
に
は
研
究
が
緻
密
だ

と
ノ
ー
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
こ
と
だ
っ
て
あ
り
う

る
。
だ
か
ら
評
価
値
に
対
し
て
シ
ビ
ア
な
棋
士

は
８
五
飛
戦
法
を
指
さ
な
い
の
だ
。

木
村
と
し
て
は
不
本
意
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で

も
ま
だ
七
番
勝
負
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
後

手
番
の
負
け
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
痛
く
な
い
の
で

第60期 王位戦 七番勝負第１局
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は
？
と
尋
ね
る
と
、「
負
け
は
負
け
な
の
で
、

さ
す
が
に
そ
れ
は
な
い
。
た
だ
第
２
局
ま
で
３

週
間
以
上
空
く
の
で
、
そ
れ
な
り
に
考
え
る
時

間
が
あ
る
の
は
救
い
で
す
ね
」
と
言
う
。
本
局

は
序
盤
で
持
っ
て
い
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

中
・
終
盤
で
力
負
け
は
し
て
い
な
い
。
木
村
の

パ
ワ
フ
ル
な
指
し
回
し
を
期
待
し
た
い
。

さ
て
、
最
後
に
ソ
フ
ト
に
関
し
て
思
う
と
こ

ろ
を
述
べ
て
締
め
た
い
。
読
者
は
不
思
議
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
昔
、
ソ
フ
ト
が
な
い
時
代
は

多
く
の
居
飛
車
党
が
８
五
飛
を
指
し
て
い
た
。

先
手
も
大
変
な
思
い
を
し
な
が
ら
高
飛
車
に
立

ち
向
か
っ
て
い
た
の
だ
。
け
れ
ど
ソ
フ
ト
が
登

場
し
て
評
価
値
が
判
明
す
る
と
、
急
に
先
手
の

指
し
手
が
ノ
ビ
ノ
ビ
し
始
め
る
。
ソ
フ
ト
だ
っ

て
、
先
の
先
ま
で
す
べ
て
の
手
を
教
え
て
く
れ

る
わ
け
で
は
な
い
の
に
。

本
局
に
関
す
る
取
材
の
中
で
、
中
村
太
地
七

段
が
興
味
深
い
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。

「
指
せ
る
の
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
や
っ

て
い
る
の
と
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
わ
か
っ
た
う

え
で
指
し
て
い
る
の
っ
て
実
は
大
差
な
ん
で
す

よ
。
中
・
終
盤
戦
で
『
自
分
が
優
勢
っ
て
わ
か

っ
て
い
れ
ば
こ
っ
ち
の
手
を
選
ん
で
い
た
の

に
』
と
い
う
後
悔
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
と
似
て
い
ま
す
よ
ね
」

ほ
ん
の
少
し
の
光
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き

な
道
し
る
べ
に
な
る
。
だ
が
豊
島
は
自
身
の
強

み
の
一
つ
で
あ
る
研
究
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を

煌
々
と
照
る
ラ
イ
ト
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

も
ち
ろ
ん
そ
れ
が
あ
っ
て
も
実
戦
を
勝
つ
の
は

簡
単
で
は
な
い
が
、
ほ
か
の
棋
士
に
は
容
易
に

真
似
の
で
き
な
い
積
極
的
な
指
し
回
し
で
、
豊

島
は
勝
利
と
い
う
目
的
地
へ
と
突
き
進
む
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
本
局
は
、

実
に
豊
島
ら
し
い
将
棋
だ
っ
た
。

木
村
は
終
局
後
の
大
盤
解
説
会
で
「
せ
っ
か
く

来
て
い
た
だ
い
た
の
に
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
」

と
フ
ァ
ン
に
詫
び
た
。

後
日
に
木
村
に
総
括
を
求
め
る
と
「
豊
島
さ

ん
の
指
し
手
が
丁
寧
で
、
全
体
的
に
う
ま
く
指

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
相
手
を
た
た
え
た
。

ま
た
豊
島
の
用
意
周
到
さ
も
強
く
感
じ
た
と

い
う
。「
本
譜
の
☗
３
七
桂
で
は
☗
３
七
銀
も

あ
っ
て
迷
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
が
、
指
し
手
は

早
か
っ
た
。
あ
と
☗
２
九
飛
と
引
く
の
も
す
ぐ

で
し
た
ね
。
手
を
渡
し
て
も
大
丈
夫
と
い
う
こ

と
が
事
前
に
わ
か
っ
て
い
た
ん
で
す
か
ね
。
周

到
な
準
備
が
あ
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
挑
戦
者
決
定
戦
を
見
て
８
五
飛
を
研
究

し
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
ど
、
連
採
す
る

作
戦
で
も
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。
ま
あ
、

今
年
の
名
人
戦
で
研
究
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
で
す
し
ね
。
佐
藤
さ
ん
（
天
彦
九
段
）
は

横
歩
取
り
が
得
意
だ
か
ら
。
も
し
く
は
そ
の
場

で
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
あ
、
勘
繰

り
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
」

ソ
フ
ト
を
使
っ
た
研
究
が
得
意
な
豊
島
と
戦

う
相
手
は
「
ど
こ
ま
で
調
べ
て
い
る
の
か
」
と

い
う
自
身
の
疑
念
と
も
戦
わ
な
く
て
は
い
け
な

い
か
ら
大
変
だ
。
そ
れ
が
幻
影
と
な
っ
て
、
必

要
以
上
に
相
手
が
大
き
く
見
え
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
て
、
豊
島
は
８
五
飛
は
想
定
し
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
答
え
は
、「
イ
エ
ス
」だ
っ
た
。「
本

局
の
２
六
飛
―
３
八
銀
型
は
昔
、
研
究
し
た
形

だ
っ
た
の
で
、
王
位
挑
決
と
同
じ
指
し
方
で
こ

ら
れ
た
ら
こ
れ
を
指
そ
う
と
思
っ
て
い
て
、
対

局
前
に
少
し
確
認
は
し
ま
し
た
」。
用
意
周
到

な
男
の
視
界
に
は
当
然
、
８
五
飛
も
入
っ
て
い

た
。
で
は
、
ど
こ
ま
で
考
え
て
い
た
の
か
。
す

る
と
34
手
目
の
☖
２
三
銀
、
木
村
が
大
い
に
悔

や
ん
だ
手
に
つ
い
て
語
っ
た
。

「
昔
、
研
究
し
た
と
き
は
☖
８
六
歩
や
☖
７
五

歩
を
考
え
て
い
て
、
先
手
が
や
れ
そ
う
で
し
た
。

実
際
に
こ
の
局
面
ま
で
進
み
、
相
手
が
木
村
九

段
な
の
で
本
譜
の
☖
２
三
銀
、
☖
１
四
歩
や
☖

９
四
歩
な
ど
で
力
を
た
め
て
こ
ら
れ
る
か
な
と

も
思
い
ま
し
た
。
も
う
少
し
研
究
し
て
お
け
ば

よ
か
っ
た
な
と
後
悔
し
ま
し
た
が
、
冷
静
に
見

れ
ば
も
と
も
と
先
後
も
決
ま
っ
て
な
か
っ
た
で

す
し
、
仕
方
な
か
っ
た
で
す
」

☖
２
三
銀
の
手
前
ま
で
考
え
て
い
て
、
先
手

が
や
れ
る
と
見
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
対
局

中
は
本
譜
の
☖
２
三
銀
、
そ
し
て
木
村
が
迷
っ

た
と
い
う
☖
９
四
歩
ま
で
視
野
に
入
っ
て
い
た

の
だ
。
事
前
準
備
は
も
ち
ろ
ん
、
対
局
中
の
冴

え
も
抜
群
だ
っ
た
。

「
な
ん
と
な
く
」
ぐ
ら
い
で
具
体
的
な
手
順
を

用
意
し
て
い
な
か
っ
た
木
村
は
準
備
面
が
芳
し

く
な
か
っ
た
。
も
う
少
し
突
っ
込
ん
で
言
う
と
、

ソ
フ
ト
の
評
価
が
低
い
こ
と
は
知
り
つ
つ
も
、

８
五
飛
戦
法
を
採
用
し
た
こ
と
が
そ
も
そ
も
よ

く
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
敗
因
に
関
し

て
は
「
☖
２
三
銀
が
ま
ず
か
っ
た
」
と
木
村
は

言
う
が
、
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
ど
う
す
れ
ば

よ
か
っ
た
の
か
と
い
う
代
案
は
出
て
い
な
い
。

ソ
フ
ト
の
評
価
値
通
り
に
、
８
五
飛
戦
法
自
体

が
ま
ず
い
可
能
性
だ
っ
て
否
定
で
き
な
い
の
だ
。

「
そ
ん
な
ば
か
な
」
と
い
う
声
も
あ
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
相
手
が
豊
島
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
中

の
ト
ッ
プ
棋
士
で
、
さ
ら
に
は
研
究
が
緻
密
だ

と
ノ
ー
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
こ
と
だ
っ
て
あ
り
う

る
。
だ
か
ら
評
価
値
に
対
し
て
シ
ビ
ア
な
棋
士

は
８
五
飛
戦
法
を
指
さ
な
い
の
だ
。

木
村
と
し
て
は
不
本
意
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
で

も
ま
だ
七
番
勝
負
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。
後

手
番
の
負
け
な
の
で
そ
れ
ほ
ど
痛
く
な
い
の
で

第60期 王位戦 七番勝負第１局

感想戦は場所を移して、大盤解説会が行われた中日新聞社本社の茶室で行われた。
開幕戦なので序盤はさらっと触れられ、中盤の検討に時間が割かれた
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❷付録表2

純広告の制作も承っ
ています。
詳細は営業担当者に
お問い合わせください。
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名刺広告プラン
毎年12月下旬に発行される2月号（新年）と8月上旬に発行される9月号（暑中見舞い）で実施している名刺広告です。
毎回多くの企業様にご参画いただいている企画となり、貴社のブランディングにつながる費用対効果の高いプランです。

【企画参画料金】

200,000円～（税別）

常設企画

CONFIDENTIAL

1

株式会社 マイナビ出版
総合企画部 総合企画課

将棋ゆかりの地巡り
広告企画のご案内

『将棋世界』仕様
創刊　　：1937年 10月 1日
発売日　：毎月3日
判型　　：A5正寸（210× 148mm）
価格　　：800円（税込）
発行部数：70,000 部
発行　　：日本将棋連盟
発売　　：マイナビ出版

名勝負・名対局を生んだあの場所、あの宿を訪ねて

将棋世界 広告メニューのご案内

スペース 特別価格 サイズ(天地×左右)

前付（4C） \250,000 210mm×148mm

前付（1C） \150,000 210mm×148mm

本⽂（1C） \100,000 210mm×148mm

株式会社マイナビ出版 総合企画部
〒101-0003
東京都千代田区一ツ橋二丁目6番3号 一ツ橋ビル 2F
TEL   03-3556-2732       FAX  03-3556-2743

●広告に関するお問い合わせ

当企画は、棋⼠と経営者双⽅の勝負哲学をご披露いただく、ありきたりな「社⻑インタビュー広告」とは⼀線を画す対談企画です。
企業イメージ、商品イメージ、サービスイメージを⾼め、⼈材確保と社員意識向上にも寄与できる内容となります。
また、誌⾯に掲載したコンテンツは、貴社のコーポレートサイトなどにご利⽤いただけますので、ぜひとも貴社製品・サービスの認
知およびブランドイメージの向上にご活⽤ください。

制作費 料⾦

1ページあたり \200,000

※上記⾦額に棋⼠の出演料⾦がプラスされます。
※料⾦はアサインする棋⼠によって変動します。
※棋⼠の都合によりご希望の棋⼠のアサインができないことが
ございます。

■将棋世界・仕様
創刊 ：1937年10⽉1⽇
発売⽇ ：毎⽉3⽇
判型 ：A5正⼨（210×148mm）
価格 ：800円（税込）
発⾏部数：70,000部
発⾏ ：⽇本将棋連盟
発売 ：マイナビ出版

料⾦表

多くの勝負を経験し勝ちを収め、また経営という盤の上で戦われている企業のトップと、
同じく勝負の世界で⽣き続ける棋⼠との対談企画です。

将棋棋⼠とのトップ対談企画のご案内

貴社の製品・サービスを将棋のプロ棋⼠という信頼できる
職業の⽅に体験してもらい、そのレビューを将棋世界に掲載することで、
製品・サービスの価値、魅⼒を今以上に読者に伝えることが出来ます。

貴社の製品・サービスを棋⼠に体験してもらうことで、
将棋ファンにその魅⼒を伝えませんか。

棋⼠による
製品・サービスレビュー企画
のご案内

将棋世界 広告メニューのご案内

スペース 特別価格 サイズ(天地×左右)

前付（4C） \250,000 210mm×148mm

前付（1C） \150,000 210mm×148mm

本⽂（1C） \100,000 210mm×148mm

制作費 料⾦

1ページあたり \200,000

※上記⾦額に棋⼠の出演料⾦がプラスされます。
※料⾦はアサインする棋⼠によって変動します。
※棋⼠の都合によりご希望の棋⼠のアサインができないことが
ございます。

料⾦表

■将棋世界・仕様
創刊 ：1937年10⽉1⽇
発売⽇ ：毎⽉3⽇
判型 ：A5正⼨（210×148mm）
価格 ：800円（税込）
発⾏部数：70,000部
発⾏ ：⽇本将棋連盟
発売 ：マイナビ出版

株式会社マイナビ出版 総合企画部
〒101-0003
東京都千代田区一ツ橋二丁目6番3号 一ツ橋ビル 2F
TEL   03-3556-2732       FAX  03-3556-2743

●広告に関するお問い合わせ

過去のご出稿例

●昭和⻄川様
棋棋士士××対対局局用用座座布布団団

●ローソン様
女女流流棋棋士士××ススイイーーツツ

●⼤塚製薬様
棋棋士士××カカロロリリーーメメイイトト

ななどど、、ささままざざままななココララボボレレーーシショョンンがが可可能能でですす。。

※将棋世界の他、マイナビ出版の将棋ポータルサイト「将棋情報局」への転載も可能です。
詳細は営業にお問い合わせください。

各⾃治体様、ご当地企業様の魅⼒を、
各地にゆかりのある棋⼠にアピールしてもらう企画です。

ご出⾝⾃治体様の観光⼤使になっていることも多い将棋棋⼠に、
その地域や、企業様のアピールポイントや、⾒どころ、
魅⼒を語ってもらいませんか。

棋⼠による⾃治体様、
ご当地企業様
アピール企画のご案内

観光⼤使になられている棋⼠の例

●甲府⼤使
カロリーナ・クリスティーナ・ステチェンスカ⼥流

●⾼知県観光⼤使
島井咲緒⾥⼥流

●⼤阪狭⼭市観光⼤使
谷谷口口由由紀紀女女流流

●⼩平市観光まちづくり⼤使
上上田田初初美美女女流流

※将棋世界の他、マイナビ出版の将棋
ポータルサイト「将棋情報局」への転
載も可能です。詳細は営業にお問い合
わせください。

将棋世界 広告メニューのご案内

スペース 特別価格 サイズ(天地×左右)

前付（4C） \250,000 210mm×148mm

前付（1C） \150,000 210mm×148mm

本⽂（1C） \100,000 210mm×148mm

制作費 料⾦

1ページあたり \200,000

※上記⾦額に棋⼠の出演料⾦がプラスされます。
※料⾦はアサインする棋⼠によって変動します。
※棋⼠の都合によりご希望の棋⼠のアサインができないことが
ございます。

料⾦表

株式会社マイナビ出版 総合企画部
〒101-0003
東京都千代田区一ツ橋二丁目6番3号 一ツ橋ビル 2F
TEL   03-3556-2732       FAX  03-3556-2743

●広告に関するお問い合わせ

■将棋世界・仕様
創刊 ：1937年10⽉1⽇
発売⽇ ：毎⽉3⽇
判型 ：A5正⼨（210×148mm）
価格 ：800円（税込）
発⾏部数：70,000部
発⾏ ：⽇本将棋連盟
発売 ：マイナビ出版

様々な常設企画をご用意いたしました。
お気軽にお問い合わせください。

誌面見本

24mm

53m
m

1枠のサイズ（原寸）

掲載素材をいただき
弊社で制作いたします。

➡

【実施料金】

スペース費＋250,000円～（1P/税別）

タイアップ企画

編集部の企画力が貴社製品・サービスを魅力的に記事化します。
お気軽にお問い合わせください。

　

  

ヤ
マ
ダ
電
機
と
将
棋
の
関
わ
り

佐
藤

　ヤマ
ダ
電
機
様
に
は
常
日

頃
よ
り
将
棋
界
を
ご
支
援
頂
き
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ヤ
マ
ダ

電
機
様
の
将
棋
に
対
す
る
お
考
え

を
改
め
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

山
田

　当社
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
皆
様
に
対
し
、
感
謝
と
信
頼

を
基
盤
と
し
た
C
S
R
活
動
を
推

進
し
て
お
り
、
文
化
面
で
の
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
将
棋
を
応
援
さ
せ
て

頂
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。
伝
統
文

化
の
普
及
、
発
展
の
た
め
に
は
、

地
道
な
活
動
を
通
じ
た
裾
野
の
拡

大
が
必
要
で
す
。
将
棋
を
知
ら
な

い
方
も
含
め
、
幅
広
く
将
棋
を
浸

透
さ
せ
る
べ
く
様
々
な
企
画
を
開

催
し
て
参
り
ま
し
た
。

佐
藤

　新春
恒
例
の
「
上
州
将
棋

祭
り
」を
は
じ
め
、全
国
各
地
の
ヤ

マ
ダ
電
機
の
店
舗
で
展
開
さ
れ
て

い
る
「
ヤ
マ
ダ
こ
ど
も
将
棋
教
室

は
、
将
棋
連
盟
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
〝
裾
野
へ
の
将
棋
普
及
〞
の

理
念
に
か
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

ぜ
ひ
継
続
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す

  

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
チ
ャ
レ
ン
ジ
杯

  

に
つ
い
て

　
佐
藤

　
「
Y
A
M
A
D
A
チ
ャ
レ
ン

ジ
杯
」
は
、
将
棋
界
の
未
来
を
担

う
若
手
棋
士
、
若
手
女
流
棋
士
の

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　将棋
文
化
の
普
及
促
進
の

応
援
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
時

に
、
ま
ず
浮
か
ん
だ
言
葉
が
〝
チ

ャ
レ
ン
ジ
〞
で
し
た
。
最
近
で
は

将
来
有
望
な
若
手
棋
士
が
続
々
と

登
場
し
て
お
り
、
将
棋
界
に
と
っ

て
も
喜
ば
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。

特
に
藤
井
四
段
の
活
躍
は
、
社
会

現
象
に
拡
大
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
活
躍
の
場
を
模

索
さ
れ
て
い
る
若
手
棋
士
の
方
も

多
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
の
飛
躍
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
の
思
い
で
「
Y
A
M
A
D
A

チ
ャ
レ
ン
ジ
杯
」
を
企
画
し
ま
し

た
。

佐
藤

　今年
は
新
た
に
「
Y
A
M

A
D
A
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
杯
」

を
新
設
頂
き
ま
し
た
。

山
田

　これ
ま
で
開
催
し
て
き
た

「
Y
A
M
A
D
A
こ
ど
も
将
棋
大

会
」
は
平
成
23
年
に
ス
タ
ー
ト
し

今
春
で
第
13
回
を
数
え
ま
し
た
。

毎
回
多
く
の
お
子
様
た
ち
に
ご
参

加
頂
き
、
大
会
参
加
者
か
ら
プ
ロ

棋
士
が
複
数
名
誕
生
す
る
な
ど
、

裾
野
拡
大
と
い
う
目
的
は
果
た
せ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
改
善
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
し

た
。
従
来
の
学
年
別
の
大
会
が
抱

え
る
実
力
差
の
問
題
を
、
棋
力
別

の
大
会
に
変
更
す
る
事
で
、
実
力

が
拮
抗
し
た
お
子
様
同
士
の
大
会

と
し
ま
し
た
。
J
3
部
門
は
将
来

J
2
部
門
に
。
J
2
部
門
は
将
来

J
1
部
門
に
。
そ
し
て
J
1
部
門

は
プ
ロ
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う

意
味
を
込
め
、「
Y
A
M
A
D
A
こ

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
杯
」
と
名
称
を

改
め
ま
し
た
。

佐
藤

　前期
は
男
女
の
「
Y
A
M

A
D
A
チ
ャ
レ
ン
ジ
杯
」
優
勝
者

同
士
が
、
新
春
の
「
上
州
将
棋
祭

り
」
で
席
上
対
局
を
行
い
ま
し
た

が
、
今
期
は
「
Y
A
M
A
D
A
こ

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
杯
（
Ｊ
１
部
門

の
優
勝
者
と
「
女
子
将
棋
Y
A
M

A
D
A
チ
ャ
レ
ン
ジ
杯
」
の
優
勝

者
が
「
上
州
将
棋
祭
り
」
で
席
上

対
局
に
な
り
ま
し
た
。

山
田

　従来
に
な
い
企
画
で
、
幅

広
い
層
か
ら
〝
ぜ
ひ
自
分
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
〞
と
い
う
大
会
に

す
る
事
で
、
更
な
る
将
棋
の
裾
野

拡
大
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い

が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
の
女
流
棋
士

に
小
学
生
が
席
上
対
局
を
挑
む
と

い
う
提
案
を
、
快
く
お
引
受
け
頂

い
た
日
本
将
棋
連
盟
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

  

一
番
大
事
な
の
は
使
命
感

佐
藤

　
〝
チ
ャ
レ
ン
ジ
〞は
将
棋
連

盟
の
会
長
で
あ
る
私
に
と
っ
て

も
、
非
常
に
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド

で
す
。
将
棋
界
を
支
え
て
頂
い
て

い
る
皆
様
に
感
謝
し
、
よ
り
良
い

将
棋
界
を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
最
後
に
、
ヤ
マ
ダ
電
機
様
の

今
後
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
下
さ
い
。

山
田

　当社
は
社
会
と
共
有
で
き

る
新
し
い
価
値
を
創
る
た
め
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
参
り
ま

し
た
。
今
を
「
第
三
の
創
業
期
」

と
捉
え
、
日
本
最
大
級
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
I
o
T
企
業
と

し
て
グ
ル
ー
プ
の
シ
ナ
ジ
ー
を
最

大
化
し
、
今
後
も
事
業
を
通
じ
て

社
会
に
貢
献
す
べ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
て
参
り
ま
す
。
将
棋
に
対

し
て
も
同
じ
で
す
。
私
は
事
業
運

営
に
必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
企
画
力
・
実
行
力
・
貢
献
度
・

使
命
感
・
ス
ピ
ー
ド
」
を
挙
げ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
大
事

な
の
は
〝
使
命
感
〞だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化
で

あ
る
将
棋
を
、〝
使
命
感
〞を
持
っ

て
今
後
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

佐
藤

　活力
に
溢
れ
る
お
言
葉
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ヤ

マ
ダ
電
機
様
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
、

将
棋
界
へ
の
ご
支
援
は
、
大
き
な

力
と
な
っ
て
将
棋
界
の
支
え
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

主催：日本将棋連盟、上州将棋祭り委員会　協賛：上毛新聞社、群馬テレビ　特別協賛：ヤマダ電機

名 称 役 割 概 要
上州将棋祭り 特別協賛

YAMADAこども将棋大会

ヤマダこども将棋教室

特別協賛

共催

平成23年1月から毎年実施。

平成23年8月から全国約60ヶ所にて運営中。
内閣総理大臣杯 職域団体対抗将棋大会 出場 平成29年4月からヤマダ電機将棋部として出場。

平成23年1月から平成29年1月まで、計13回開催。
（YAMADAこどもチャレンジ杯に発展的解消）

名 称 出場資格 対 象 大会の趣旨
上州YAMADAチャレンジ杯 五段以下 男性若手棋士
女子将棋YAMADAチャレンジ杯 女流二段以下 女流若手棋士

J1部門 初段以上
YAMADAこどもチャレンジ杯

※出場資格は参加目安。 J2部門 6級～1級 小学生以下
（未就学児含む）

J3部門 7級以下

明日の将棋界を担う若手棋士を応援
し、今後の飛躍への登竜門となる。

将棋文化の裾野拡大の一助として、
棋力別に設定された部門ごとに、
次のクラスへのチャレンジ。
※J1部門はプロ棋士へのチャレンジ。

。

、、

」

）」

ヤマダ電機と
将棋界の“チャレンジ”

ヤマダ電機と将棋の関わり

チャレンジ杯シリーズチャレンジ杯シリーズ

ヤマダ電機と将棋の関わり

対談

佐藤 康光
（日本将棋連盟会長）

★J1部門優勝者は、女子将棋YAMADAチャレンジ杯の優勝者と
　来年1月開催予定の「上州将棋祭り2018」で席上対局!!

第1回 YAMADAこどもチャレンジ杯

★両棋戦の準決勝・決勝を下記日程にて公開対局で開催!!

第2回 上州YAMADAチャレンジ杯
第3回 女子将棋YAMADAチャレンジ杯

三浦弘行九段
（8.26審判長/8.27解説）

山田久美女流四段
（8.27聞き手）

宮宗女流初段
（8.26出演）

頼本女流1級
（8.26出演）

渡部 愛女流初段 
（第1・2回女子将棋YAMADAチャレンジ杯優勝）

船江恒平六段 
（第1回上州YAMADAチャレンジ杯優勝）

　  山田  昇
株式会社ヤマダ電機代表
取締役会長兼取締役会議長（ ）×

［会場］ヤマダ電機LABI1高崎 4階 LABIGate［開催日］平成29年8月26日（土）
［時間］10：30開会（10：00開場）/ 16：30閉会（予定）

［開催日］平成29年8月27日（日）
［時間］10：30開会（10：00開場）/ 17：45閉会（予定）

［お問い合わせ先］日本将棋連盟普及課　TEL：03-3408-6165

［開催部門］
　○ジュニア第1部門［J1］初段以上
　○ジュニア第2部門［J2］6級～1級
　○ジュニア第3部門［J3］初心～7級
　 ※各部門定員64名。※部門ごとの棋力は参加目安（自由選択）。
　※応募者多数の場合は、抽選にて参加者を決定します。

［参加費］無料 ※交通費・昼食代・宿泊費は参加者の負担となります。

［応募資格］小学生以下（未就学児を含む）

［締め切り］平成29年8月3日（木）必着

詳しい応募方法は
▼コチラから▼

参加者
大募集中!!
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ヤ
マ
ダ
電
機
と
将
棋
の
関
わ
り

佐
藤

　ヤマ
ダ
電
機
様
に
は
常
日

頃
よ
り
将
棋
界
を
ご
支
援
頂
き
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ヤ
マ
ダ

電
機
様
の
将
棋
に
対
す
る
お
考
え

を
改
め
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

山
田

　当社
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
の
皆
様
に
対
し
、
感
謝
と
信
頼

を
基
盤
と
し
た
C
S
R
活
動
を
推

進
し
て
お
り
、
文
化
面
で
の
社
会

貢
献
活
動
と
し
て
、
日
本
の
伝
統

文
化
で
あ
る
将
棋
を
応
援
さ
せ
て

頂
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。
伝
統
文

化
の
普
及
、
発
展
の
た
め
に
は
、

地
道
な
活
動
を
通
じ
た
裾
野
の
拡

大
が
必
要
で
す
。
将
棋
を
知
ら
な

い
方
も
含
め
、
幅
広
く
将
棋
を
浸

透
さ
せ
る
べ
く
様
々
な
企
画
を
開

催
し
て
参
り
ま
し
た
。

佐
藤

　新春
恒
例
の
「
上
州
将
棋

祭
り
」を
は
じ
め
、全
国
各
地
の
ヤ

マ
ダ
電
機
の
店
舗
で
展
開
さ
れ
て

い
る
「
ヤ
マ
ダ
こ
ど
も
将
棋
教
室

は
、
将
棋
連
盟
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
〝
裾
野
へ
の
将
棋
普
及
〞
の

理
念
に
か
な
っ
て
お
り
、
今
後
も

ぜ
ひ
継
続
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す

  

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
チ
ャ
レ
ン
ジ
杯

  

に
つ
い
て

　
佐
藤

　
「
Y
A
M
A
D
A
チ
ャ
レ
ン

ジ
杯
」
は
、
将
棋
界
の
未
来
を
担

う
若
手
棋
士
、
若
手
女
流
棋
士
の

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

山
田

　将棋
文
化
の
普
及
促
進
の

応
援
を
し
て
い
こ
う
と
思
っ
た
時

に
、
ま
ず
浮
か
ん
だ
言
葉
が
〝
チ

ャ
レ
ン
ジ
〞
で
し
た
。
最
近
で
は

将
来
有
望
な
若
手
棋
士
が
続
々
と

登
場
し
て
お
り
、
将
棋
界
に
と
っ

て
も
喜
ば
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。

特
に
藤
井
四
段
の
活
躍
は
、
社
会

現
象
に
拡
大
し
て
い
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
無
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
一
方
で
、
活
躍
の
場
を
模

索
さ
れ
て
い
る
若
手
棋
士
の
方
も

多
数
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
っ
た

方
々
の
飛
躍
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
の
思
い
で
「
Y
A
M
A
D
A

チ
ャ
レ
ン
ジ
杯
」
を
企
画
し
ま
し

た
。

佐
藤

　今年
は
新
た
に
「
Y
A
M

A
D
A
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
杯
」

を
新
設
頂
き
ま
し
た
。

山
田

　これ
ま
で
開
催
し
て
き
た

「
Y
A
M
A
D
A
こ
ど
も
将
棋
大

会
」
は
平
成
23
年
に
ス
タ
ー
ト
し

今
春
で
第
13
回
を
数
え
ま
し
た
。

毎
回
多
く
の
お
子
様
た
ち
に
ご
参

加
頂
き
、
大
会
参
加
者
か
ら
プ
ロ

棋
士
が
複
数
名
誕
生
す
る
な
ど
、

裾
野
拡
大
と
い
う
目
的
は
果
た
せ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
改
善
す
べ
き
課
題
も
あ
り
ま
し

た
。
従
来
の
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年
別
の
大
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が
抱

え
る
実
力
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の
問
題
を
、
棋
力
別

の
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会
に
変
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す
る
事
で
、
実
力

が
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抗
し
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様
同
士
の
大
会

と
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し
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。
J
3
部
門
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将
来
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に
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将
来
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1
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に
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そ
し
て
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門

は
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の
チ
ャ
レ
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ジ
と
い
う

意
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を
込
め
、「
Y
A
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D
A
こ
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レ
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ジ
杯
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と
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し
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Y
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優
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者

同
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が
、
新
春
の
「
上
州
将
棋
祭
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」
で
席
上
対
局
を
行
い
ま
し
た

が
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今
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「
Y
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チ
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と
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将
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Y
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M
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チ
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レ
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上
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将
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」
で
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対
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に
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で
、
幅
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〝
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ひ
自
分
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
い
〞
と
い
う
大
会
に

す
る
事
で
、
更
な
る
将
棋
の
裾
野

拡
大
の
一
助
に
な
れ
ば
と
の
思
い

が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
の
女
流
棋
士

に
小
学
生
が
席
上
対
局
を
挑
む
と

い
う
提
案
を
、
快
く
お
引
受
け
頂

い
た
日
本
将
棋
連
盟
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

  

一
番
大
事
な
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使
命
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今
後
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新
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今
後
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に
貢
献
す
べ
く
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
て
参
り
ま
す
。
将
棋
に
対

し
て
も
同
じ
で
す
。
私
は
事
業
運

営
に
必
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

「
企
画
力
・
実
行
力
・
貢
献
度
・

使
命
感
・
ス
ピ
ー
ド
」
を
挙
げ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
大
事

な
の
は
〝
使
命
感
〞だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
日
本
の
伝
統
文
化
で

あ
る
将
棋
を
、〝
使
命
感
〞を
持
っ

て
今
後
も
応
援
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

佐
藤

　活力
に
溢
れ
る
お
言
葉
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ヤ

マ
ダ
電
機
様
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
、

将
棋
界
へ
の
ご
支
援
は
、
大
き
な

力
と
な
っ
て
将
棋
界
の
支
え
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
は
ご
多
忙

の
と
こ
ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

主催：日本将棋連盟、上州将棋祭り委員会　協賛：上毛新聞社、群馬テレビ　特別協賛：ヤマダ電機

名 称 役 割 概 要
上州将棋祭り 特別協賛

YAMADAこども将棋大会

ヤマダこども将棋教室

特別協賛

共催

平成23年1月から毎年実施。

平成23年8月から全国約60ヶ所にて運営中。
内閣総理大臣杯 職域団体対抗将棋大会 出場 平成29年4月からヤマダ電機将棋部として出場。

平成23年1月から平成29年1月まで、計13回開催。
（YAMADAこどもチャレンジ杯に発展的解消）

名 称 出場資格 対 象 大会の趣旨
上州YAMADAチャレンジ杯 五段以下 男性若手棋士
女子将棋YAMADAチャレンジ杯 女流二段以下 女流若手棋士

J1部門 初段以上
YAMADAこどもチャレンジ杯

※出場資格は参加目安。 J2部門 6級～1級 小学生以下
（未就学児含む）

J3部門 7級以下

明日の将棋界を担う若手棋士を応援
し、今後の飛躍への登竜門となる。

将棋文化の裾野拡大の一助として、
棋力別に設定された部門ごとに、
次のクラスへのチャレンジ。
※J1部門はプロ棋士へのチャレンジ。

。

、、

」

）」

ヤマダ電機と
将棋界の“チャレンジ”

ヤマダ電機と将棋の関わり

チャレンジ杯シリーズチャレンジ杯シリーズ

ヤマダ電機と将棋の関わり

対談

佐藤 康光
（日本将棋連盟会長）

★J1部門優勝者は、女子将棋YAMADAチャレンジ杯の優勝者と
　来年1月開催予定の「上州将棋祭り2018」で席上対局!!

第1回 YAMADAこどもチャレンジ杯

★両棋戦の準決勝・決勝を下記日程にて公開対局で開催!!

第2回 上州YAMADAチャレンジ杯
第3回 女子将棋YAMADAチャレンジ杯

三浦弘行九段
（8.26審判長/8.27解説）

山田久美女流四段
（8.27聞き手）

宮宗女流初段
（8.26出演）

頼本女流1級
（8.26出演）

渡部 愛女流初段 
（第1・2回女子将棋YAMADAチャレンジ杯優勝）

船江恒平六段 
（第1回上州YAMADAチャレンジ杯優勝）

　  山田  昇
株式会社ヤマダ電機代表
取締役会長兼取締役会議長（ ）×

［会場］ヤマダ電機LABI1高崎 4階 LABIGate［開催日］平成29年8月26日（土）
［時間］10：30開会（10：00開場）/ 16：30閉会（予定）

［開催日］平成29年8月27日（日）
［時間］10：30開会（10：00開場）/ 17：45閉会（予定）

［お問い合わせ先］日本将棋連盟普及課　TEL：03-3408-6165

［開催部門］
　○ジュニア第1部門［J1］初段以上
　○ジュニア第2部門［J2］6級～1級
　○ジュニア第3部門［J3］初心～7級
　 ※各部門定員64名。※部門ごとの棋力は参加目安（自由選択）。
　※応募者多数の場合は、抽選にて参加者を決定します。

［参加費］無料 ※交通費・昼食代・宿泊費は参加者の負担となります。

［応募資格］小学生以下（未就学児を含む）

［締め切り］平成29年8月3日（木）必着

詳しい応募方法は
▼コチラから▼

参加者
大募集中!!

P030P031 BK P30

最上級のおもてなしが演出した
将棋史に残る名勝負。

草津温泉 マイナビ旅館

将棋ゆかりの地巡り
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草津温泉 マイナビ旅館
群馬県吾妻郡草津町上湯畑1-26-7
TEL:000 − 000− 0000
http://www.kusatuhujimi.co.jp

企画制作プラン（常設企画、タイアップ）
『将棋世界』編集部が貴社製品・サービスを記事化して読者に届けます。
棋士・女流棋士のアサイン※も承りますので、営業担当者にご相談下さい。
※別途費用が発生いたします。

【1枠料金】

15,000円～（税別）
（53mm×24mm）
※早期申込割引も有ります。



26502650
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209 1.51.5
万PV

最低保障

日本将棋連盟公式サイト転載プラン
『将棋世界』に掲載した企画制作記事を、月間約2650万PVの「日本将棋連盟公式Webサイト」
へ記事転載するプランです。圧倒的なPVのWebサイトへ転載することで、貴社製品・サービスの
魅力をより多くの将棋ファンへ訴求することが可能です。

【実施金額】

800,000円～（税別）
※料金は企画制作記事の制作費と掲載費を含みます。
※掲載期間は1カ月間となります。

『将棋世界』、『将棋連盟公式サイト』、『将棋情報局』の3媒体連携プラ
ンは別途お見積もりいたしますので、営業担当者にお問い合わせください。

4 5

6

日本将棋連盟公式サイト 将棋コラム記事ページ

『将棋世界』に掲載された企
画制作記事は、将棋連盟公
式サイトの「将棋コラム」に
転載されます。トップページに
リンクが張られますので、注
目度の高い記事となります。

転載された記事はトップペー
ジの注目記事スペースに1カ
月間固定されます。また、記
事タイトルの前に＜PR＞が
つきます。

最上級のおもてなしが演出した
将棋史に残る名勝負。

草津温泉 マイナビ旅館

将棋ゆかりの地巡り
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草津温泉 マイナビ旅館
群馬県吾妻郡草津町上湯畑1-26-7
TEL:000 − 000− 0000
http://www.kusatuhujimi.co.jp

https://www.shogi.or.jp

スマートフォンやタブレットから手軽に将棋情
報を知ることができます。

企画制作記事
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将棋情報局転載プラン
「将棋情報局」はマイナビ出版が運営する月間約45万PVのECサイトです。『将棋世界』に掲載した企画制作記事を「将
棋情報局」へ転載するプランもご用意いたしました。また、「将棋情報局」へバナー広告を掲載するプランもご用意しています。
※将棋情報局の詳細は別紙をご参照ください。

dマガジン掲載プラン
電子版ならではの手軽さで急成長している雑誌読み放題サービス「dマガジン」へ、純広告や企画制作記事を掲載す
るプランです。コアな将棋ファンに加えてライト層など幅広い読者にリーチし、効果測定も可能です。

【バナー広告】
サイズ 価格 掲載期間

❶ 300×250 Pixel 90,000円 30日間  

❷ 300×100 Pixel 30,000円 30日間

 将棋情報局 トップページ
将棋情報局 記事ページ

https://book.mynavi.jp/shogi/

❶❶

❷❷

『将棋世界』掲載の企画制作記事を「将
棋情報局」へ転載します。

最上級のおもてなしが演出した
将棋史に残る名勝負。

草津温泉 マイナビ旅館

将棋ゆかりの地巡り
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草津温泉 マイナビ旅館
群馬県吾妻郡草津町上湯畑1-26-7
TEL:000 − 000− 0000
http://www.kusatuhujimi.co.jp

【実施金額】
●本誌＋dマガジンへの掲載

本誌掲載費＋150,000円～（1P/税別）

●dマガジンだけの掲載

150,000円～（税別）
●クリックオプション（1リンク）

掲載費＋100,000円～（税別）

【イベント】
熱心な将棋ファンが集まるイベントを『将
棋情報局』編集部がプロデュース。スポ
ンサードする企業の認知度や好感度
の向上につなげます。※要お見積もり

【物販】
『将棋情報局』が受注し、販売元から発
送するドロップシッピング方式のプランと、
『将棋情報局』内に販売ページを作成
して受注していただく販売ページプラン
をご用意いたしました。※要お見積もり

【将棋情報局転載プラン】

200,000円～（税別）
※料金は企画制作記事の制作費と掲載費を含みます。
※掲載期間は1カ月間となります。

万 PV

万 UU

dマガジンはスマートフォン、タブレット、PCで読む
ことができる電子書籍の読み放題サービスです。

1.5
万UU

137
万PV

5

6

最大 平均

企画制作記事

※PV/UU数はdマガジン内の将棋世界全体の数値です。



上記の他、以下の棋戦が開催されており、将棋世界はそのすべてを報道しております。
【一般棋戦】朝日杯将棋オープン戦、NHK杯テレビ将棋トーナメント、銀河戦、JT将棋日本シリーズ、新人王戦、加古川清流戦、YAMADAチャレンジ杯

【女流棋戦】YAMADA女流チャレンジ杯、白瀧あゆみ杯争奪戦

40代から60代で全体の73％を占めますが、藤井聡太二冠の活躍などで、近年は若い人が増加傾向にあります。

棋戦
主催 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

王将戦
スポーツニッポン新聞社、毎日新聞社

棋王戦
共同通信社

名人戦
朝日新聞社、毎日新聞社

叡王戦
ドワンゴ

ヒューリック杯

棋聖戦
産経新聞社

王位戦
新聞三社連合

王座戦
日本経済新聞社

竜王戦
読売新聞社

岡田美術館杯

女流名人戦
報知新聞社

マイナビ女子オープン

女流王位戦
新聞三社連合

ヒューリック杯

清麗戦
ヒューリック
霧島酒造杯

女流王将戦
囲碁将棋チャンネル

リコー杯女流王座戦
リコー

大山名人杯

倉敷藤花戦
倉敷市など

七番勝負

七番勝負

七番勝負

七番勝負

七番勝負

五番勝負

五番勝負

三番勝負

三番勝負

五番勝負

五番勝負

五番勝負

五番勝負

五番勝負

五番勝負

〈お問い合わせ先〉
株式会社マイナビ出版 総合企画部
〒101-0003 東京都千代田区一ツ橋2-6-3 一ツ橋ビル2F

TEL：03-3556-2732/FAX：03-3556-2743
こちらからも情報をご覧いただけます
http://pub.mynavi.jp/ad/ マイナビ出版　メディアガイド
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